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「
鈴
峰
エ
レ
ン
、
二
十
代
。
昭
和
の
冒
険
」
梗
概 

 
夏
の
あ
る
日
、
日
米
の
ハ
ー
フ
で
あ
る
鈴
峰
エ
レ

ン
（
１００
）
が
、
孫
で
高
校
教
諭
の
高
畑
美
夢
（
２５
）

の
頼
み
で
歴
史
総
合
の
補
習
の
講
師
を
務
め
る
。 

 

エ
レ
ン
は
二
十
代
の
冒
険
を
語
り
出
す
。 

 

昭
和
十
四
年
、
エ
レ
ン
（
２４
）
は
報
道
カ
メ
ラ
マ

ン
と
し
て
通
信
社
に
勤
め
て
い
た
。
エ
レ
ン
の
野
望

は
天
皇
陛
下
の
写
真
を
撮
る
こ
と
。
そ
の
思
い
を
秘

め
た
ま
ま
仕
事
を
し
て
い
た
あ
る
日
、
上
司
か
ら
当

時
の
首
相
で
あ
る
阿
部
信
行
（
６４
）
が
参
加
す
る
非

公
式
の
式
典
に
潜
り
込
め
と
命
じ
ら
れ
る
。 

 

エ
レ
ン
は
式
典
に
潜
り
込
み
、
撮
影
に
成
功
す
る

が
後
日
、
阿
部
か
ら
ビ
ー
ル
を
使
っ
て
の
仕
返
し
を

さ
れ
る
。
こ
の
時
、
海
軍
中
尉
の
畑
田
勝
幸
（
２４
）

が
エ
レ
ン
を
介
抱
す
る
こ
と
に
な
る
。 

 

翌
年
、
エ
レ
ン
（
２５
）
は
畑
田
（
２５
）
と
再
会
す

る
。
畑
田
の
態
度
を
快
く
思
わ
な
い
エ
レ
ン
だ
が
、

陸
軍
省
で
の
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
、
畑
田
が
エ
レ
ン
を
警

護
す
る
こ
と
に
な
る
。 

エ
レ
ン
は
戦
争
の
影
に
イ
ラ
イ
ラ
を
募
ら
せ
て
い



た
。
そ
の
憂
さ
を
晴
ら
す
よ
う
に
、
エ
レ
ン
は
畑
田

を
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
誘
う
。
そ
の
後
、
通
信
社
で
畑

田
と
飲
み
合
う
。 

 

そ
こ
で
エ
レ
ン
は
、
畑
田
が
軍
人
ら
し
く
な
い
と

言
う
。
畑
田
は
貧
し
か
っ
た
か
ら
、
タ
ダ
で
入
れ
る

海
軍
兵
学
校
に
行
く
し
か
な
か
っ
た
と
答
え
る
。
ま

た
、
大
学
に
行
く
連
中
が
陛
下
の
臣
下
と
は
思
え
な

い
と
も
言
う
。 

 

エ
レ
ン
は
こ
の
言
葉
に
一
つ
の
企
画
を
上
司
に
提

出
す
る
。そ
れ
は
、閣
僚
を
通
じ
て
昭
和
天
皇（
３９
）

の
意
志
を
知
る
こ
と
だ
っ
た
。若
林
は
条
件
を
出
し
、

書
け
な
け
れ
ば
ア
メ
リ
カ
に
帰
れ
と
指
示
す
る
。 

 

エ
レ
ン
は
方
々
に
取
材
を
申
し
込
む
が
、
す
べ
て

断
ら
れ
、
ふ
て
く
さ
れ
る
。
そ
の
熱
心
さ
に
畑
田
は

究
極
の
助
け
舟
を
出
す
。 

 

枢
密
院
副
議
長
の
鈴
木
貫
太
郎
（
７３
）
に
面
会
す

る
口
実
で
皇
居
内
に
入
る
エ
レ
ン
と
畑
田
。そ
の
後
、

鈴
木
が
酒
で
寝
込
ん
だ
す
き
に
、
二
人
は
皇
居
内
を

探
る
。 

 

遂
に
エ
レ
ン
と
畑
田
は
昭
和
天
皇
と
出
会
う
。
エ



レ
ン
は
昭
和
天
皇
に
質
問
を
し
、
戦
争
は
望
ま
な
い

旨
の
回
答
を
受
け
る
。 

 

エ
レ
ン
は
陛
下
の
発
言
を
記
事
に
す
る
か
ら
畑
田

に
守
っ
て
ほ
し
い
と
依
頼
す
る
。
し
か
し
、
畑
田
は

転
属
で
鹿
児
島
に
行
く
こ
と
を
告
げ
る
。
そ
し
て
、

畑
田
と
の
連
絡
が
途
絶
え
た
。 

 

戦
後
、
エ
レ
ン
は
映
画
館
で
特
攻
隊
の
映
像
を
見

て
、
あ
い
つ
は
死
ん
だ
の
だ
と
探
す
の
を
諦
め
た
。 

 

エ
レ
ン
の
授
業
は
こ
こ
で
終
わ
る
が
、
実
は
続
き

が
あ
っ
た
。
昭
和
二
十
二
年
、
皇
居
で
畑
田
と
再
会

し
た
の
だ
。 

再
会
の
帰
り
道
、
エ
レ
ン
は
畑
田
に
お
ぶ
さ
り
な

が
ら
、
会
え
な
か
っ
た
時
間
を
埋
め
、
そ
し
て
別
れ

を
決
め
る
。 

 

現
在
の
皇
居
を
見
た
エ
レ
ン
は
、
初
め
て
こ
の
話

を
し
て
や
っ
と
、
エ
レ
ン
の
二
十
代
の
冒
険
が
終
わ

っ
た
と
思
う
の
だ
っ
た
。 
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憲
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憲
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Ａ 

皇
宮
警
察
官
Ｂ 

侍
従
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昭
和
天
皇
（
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）（
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第
百
二
十
四
代
天
皇 



1 

 

○
美
澄
高
校
・
外
観 

 
 
 

郊
外
に
あ
る
高
校
。 

 
 
 

夏
の
太
陽
が
照
り
つ
け
る
。 

 

○
同
・
地
学
教
室
前
の
ド
ア
・
中 

 
 
 

ド
ア
に
は
「
歴
史
総
合
・
補
習
一
日
目
」
の

張
り
紙
。 

美
夢
の
声
「
三
日
間
の
歴
史
の
補
習
で
す
が
」 

 

○
同
・
地
学
教
室
・
中 

 
 
 

教
室
に
は
数
人
の
生
徒
が
座
っ
て
い
る
。 

 
 
 

一
番
後
ろ
の
席
に
金
村
拓
実
（
１７
）
が
机
に

突
っ
伏
し
て
眠
っ
て
い
る
。 

 
 
 

高
畑
美
夢
（
２５
）
が
教
壇
に
立
つ
。 

 
 
 

そ
の
横
に
車
い
す
に
乗
っ
た
鈴
峰
エ
レ
ン

（
１００
）
が
い
る
。 

 
 
 

生
徒
ら
が
怪
訝
な
顔
で
エ
レ
ン
を
見
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
の
膝
に
は
大
き
な
カ
メ
ラ
バ
ッ
グ
を

抱
え
て
い
る
。 

 
 
 

い
び
き
が
教
室
中
に
聞
こ
え
る
。 



2 

 

 
 
 

エ
レ
ン
が
少
し
背
伸
び
し
て
金
村
を
見
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
車
椅
子
に
手
を
掛
け
る
。 

 
 
 

美
夢
が
エ
レ
ン
の
車
椅
子
に
近
づ
き
押
す
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
金
村
を
指
差
す
。 

 
 
 

エ
レ
ン
と
美
夢
が
金
村
に
近
づ
く
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
人
差
し
指
を
口
に
当
て「
静
か
に
」

と
周
囲
の
生
徒
に
促
す
。 

 
 
 

生
徒
ら
が
興
味
深
く
エ
レ
ン
を
見
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
カ
メ
ラ
バ
ッ
グ
か
ら
フ
ラ
ッ
シ
ュ

バ
ル
ブ
を
取
り
出
し
操
作
す
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
美
夢
を
見
て
、口
で「
起
こ
し
て
」

と
動
か
す
。 

 
 
 

美
夢
が
金
村
を
揺
さ
ぶ
る
。 

 
 
 

金
村
が
寝
ぼ
け
眼
で
起
き
上
が
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
焚
く
。 

 
 
 

大
き
な
音
と
共
に
、周
囲
が
一
瞬
白
く
な
る
。 

 
 
 

金
村
が
椅
子
ご
と
ひ
っ
く
り
返
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
嬉
々
と
喜
ぶ
。 

 
 
 

金
村
が
起
き
上
が
り
、
怒
り
の
形
相
で
エ
レ

ン
を
見
る
。 



3 

 

金
村
「
な
！ 

何
だ
よ
！
」 

エ
レ
ン
「
何
っ
て
、
起
こ
し
た
の
よ
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ル
ブ
を
見
せ
る
。 

美
夢
「
こ
ち
ら
は
鈴
峰
エ
レ
ン
さ
ん
」 

エ
レ
ン
「
補
習
の
先
生
よ
。
よ
ろ
し
く
」 

 
 
 

金
村
が
ふ
て
く
さ
れ
る
。 

 
 
 

美
夢
が
車
い
す
を
押
し
て
、
エ
レ
ン
を
教
壇

に
移
動
さ
せ
る
。 

 
 
 

美
夢
が
黒
板
に
「
鈴
峰
エ
レ
ン
」
と
書
く
。 

美
夢
「
今
回
の
補
習
の
先
生
で
す
！
」 

エ
レ
ン
「
改
め
ま
し
て
、
鈴
峰
エ
レ
ン
で
す
」 

美
夢
「
御
年
、
百
歳
！ 

私
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」 

 
 
 

生
徒
が
ど
よ
め
き
の
声
を
上
げ
る
。 

 
 
 

美
夢
が
用
語
集
を
手
に
取
り
生
徒
に
見
せ
る
。 

美
夢
「
さ
て
、
補
習
で
『
日
中
戦
争
』
や
『
三
国
同

盟
』
を
普
通
に
説
明
し
て
も
」 

エ
レ
ン
「
私
で
も
嫌
に
な
る
わ
」 

 
 
 

生
徒
ら
が
笑
う
。 

美
夢
「
そ
こ
で
エ
レ
ン
先
生
か
ら
見
た
こ
の
時
代
を

語
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま
す
」 



4 

 

 
 
 

女
子
生
徒
Ａ
が
手
を
上
げ
る
。 

美
夢
「
ど
う
ぞ
」 

女
子
生
徒
Ａ
「
エ
レ
ン
先
生
の
紹
介
を…

…

」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
カ
メ
ラ
バ
ッ
グ
か
ら
ラ
イ
カ
の
カ

メ
ラ
を
取
り
出
す
。 

女
子
生
徒
Ａ
「
ひ
ょ
っ
と
し
て
カ
メ
ラ
マ
ン
？
」 

エ
レ
ン
「
そ
う
！ 

そ
れ
も
報
道
の
ね
」 

 
 
 

生
徒
が
ど
よ
め
き
の
声
を
上
げ
る
。 

 
 
 

金
村
が
興
味
な
さ
げ
に
窓
の
方
を
見
る
。 

 
 
 

美
夢
が
金
村
を
見
る
。 

美
夢
「
金
村
君
！ 

こ
っ
ち
見
な
さ
い
！
」 

エ
レ
ン
「
あ
ら
、
い
い
の
よ
」 

 
 
 

金
村
が
無
視
し
て
窓
を
見
続
け
る
。 

エ
レ
ン
「
も
っ
と
す
ご
い
の
が
あ
る
か
ら
」 

 
 
 

金
村
が
ギ
ョ
ッ
と
し
て
、教
壇
に
体
を
戻
す
。 

エ
レ
ン
「
で
は
、
私
が
報
道
に
入
っ
た
こ
ろ
か
ら
」 

美
夢
「
い
つ
頃
で
す
か
？
」 

 
 
 

美
夢
が
教
科
書
を
め
く
る
。 

エ
レ
ン
「
１
９
３
９
年
、
昭
和
十
四
年
で
す
」 

 
 
 

生
徒
ら
が
教
科
書
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
。 



5 

 

 
 
 

生
徒
ら
が
首
を
傾
げ
な
が
ら
、
隣
の
生
徒
と

ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
笑
う
。 

エ
レ
ン
「
当
時
２４
歳
、
で
も
そ
の
前
に…

…

」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
教
科
書
に
目
を
落
と
す
。 

 

○
（
回
想
）
明
治
神
宮
・
外
観 

 

○
（
回
想
）
同
・
本
殿
・
外 

 
 
 

鈴
峰
エ
レ
ン（
５
）が
着
物
で
参
道
を
走
る
。 

エ
レ
ン
の
声
「
私
は
ユ
ダ
ヤ
の
血
を
引
く
ア
メ
リ
カ

人
の
父
と
、
日
本
人
の
母
の
間
に
生
ま
れ
た
の
」 

美
夢
の
声
「
ど
ん
な
両
親
だ
っ
た
ん
で
す
？
」 

エ
レ
ン
の
声
「
父
は
特
派
員
の
カ
メ
ラ
マ
ン
。
母
は

電
話
の
交
換
手
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
本
殿
の
中
を
覗
き
込
む
。 

 
 
 

本
殿
の
奥
は
暗
く
見
え
な
い
。 

エ
レ
ン
の
声「
私
は
父
に
似
て
、好
奇
心
が
強
く
て
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
辺
り
を
う
か
が
う
。 

 
 
 

数
人
の
参
拝
客
が
い
る
。 



6 

 

 
 
 

エ
レ
ン
が
ゆ
っ
く
り
本
殿
に
上
が
り
駆
け
る
。 

 
 
 

本
殿
に
い
た
神
職
二
人
が
エ
レ
ン
に
駆
け
寄

り
、
首
根
っ
こ
を
つ
か
む
。 

エ
レ
ン
の
声
「
隠
さ
れ
て
る
の
を
見
た
く
な
る
の
」 

 
 
 

神
職
の
二
人
が
、
辺
り
を
探
し
て
い
た
エ
レ

ン
の
両
親
に
引
き
渡
す
。 

 
 
 

エ
レ
ン
の
父
が
笑
う
。 

 

○
（
回
想
）
上
野
動
物
園
・
ゾ
ウ
舎
・
外 

 
 
 

一
匹
の
ゾ
ウ
が
寝
そ
べ
っ
て
い
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
（
２３
）
が
柵
を
乗
り
越
え
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
カ
メ
ラ
を
構
え
て
ゾ
ウ
に
近
づ
く
。 

エ
レ
ン
の
声「
父
の
影
響
で
カ
メ
ラ
マ
ン
を
志
し
た
」 

 
 
 

飼
育
員
が
エ
レ
ン
に
駆
け
寄
り
、
エ
レ
ン
の

首
根
っ
こ
を
つ
か
む
。 

エ
レ
ン
の
声「
周
り
が
見
え
な
く
な
る
の
が
欠
点
ね
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
誤
魔
化
し
笑
い
を
す
る
。 

 

○
（
回
想
）
皇
居
・
外
観
（
夕
） 

エ
レ
ン
の
声
「
私
は
親
元
を
離
れ
、
日
本
に
残
っ
て



7 

 

暮
ら
す
こ
と
に
し
た
の
」 

美
夢
の
声
「
ど
う
し
て
で
す
？
」 

エ
レ
ン
の
声
「
私
の
心
は
す
っ
か
り
日
本
人
だ
っ
た

か
ら
ね
」 

 

○
（
回
想
）
同
・
皇
居
外
苑
・
外
（
夕
） 

 
 
 

カ
メ
ラ
を
持
っ
た
エ
レ
ン
が
歩
く
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
二
重
橋
を
見
る
。 

エ
レ
ン
の
声
「
そ
し
て
野
望
を
叶
え
る
た
め
に
」 

美
夢
の
声
「
野
望…

…

ひ
ょ
っ
と
し
て
陛
下
を
？
」 

エ
レ
ン
の
声
「
そ
う
。
女
性
初
で
撮
影
し
た
か
っ
た

の
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
決
心
に
満
ち
た
顔
を
す
る
。 

 

○
（
回
想
）
昭
和
十
四
年
の
ニ
ュ
ー
ス
映
像 

「
大
日
本
ニ
ュ
ー
ス
」
の
タ
イ
ト
ル
。 

「
南
京
陥
落
」
の
見
出
し
。 

エ
レ
ン
の
声
「
で
も
、
こ
の
時
日
本
は…

…

」 

日
本
兵
の
師
団
が
南
京
に
入
城
す
る
映
像
。 

エ
レ
ン
の
声
「
中
国
と
全
面
戦
争
の
最
中
」 



8 

 

映
像
が
変
わ
り
、
日
本
国
民
が
提
灯
を
持
っ

て
喜
ぶ
表
情
が
映
し
出
さ
れ
る
。 

エ
レ
ン
の
声
「
連
戦
連
勝
と
浮
か
れ
て
た
け
ど
」 

 
 
 

映
像
が
次
第
に
暗
く
な
っ
て
い
く
。 

エ
レ
ン
の
声
「
そ
ん
な
と
き
の
話
」 

 
 
 

音
を
立
て
て
フ
ラ
ッ
シ
ュ
が
焚
か
れ
る
。 

 

○
タ
イ
ト
ル 

 
 
 

「
鈴
峰
エ
レ
ン
、
二
十
代
。
昭
和
の
冒
険
」 

 

○
（
回
想
）
東
京
・
銀
座
・
俯
瞰 

 
 
 

Ｔ
「
昭
和
十
四
年
・
夏
」 

 
 
 

服
部
時
計
店
や
松
屋
デ
パ
ー
ト
が
建
つ
。 

 
 
 

道
路
に
は
路
面
電
車
が
走
る
。 

 

○
（
回
想
）
銀
座
・
歩
道
・
外 

 
 
 

歩
道
に
は
民
衆
が
街
頭
演
説
を
聞
い
て
い
る
。 

 
 
 

長
い
茶
髪
を
後
ろ
で
束
ね
、
カ
ン
カ
ン
帽
を

か
ぶ
り
、紳
士
服
を
着
た
鈴
峰
エ
レ
ン（
２４
）

民
衆
の
間
を
抜
け
よ
う
と
す
る
。 
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エ
レ
ン
の
声「
父
の
コ
ネ
で
私
は
と
あ
る
通
信
社
へ
」 

 
 
 

エ
レ
ン
と
す
れ
違
う
人
が
、
怪
訝
な
顔
や
邪

険
な
顔
で
エ
レ
ン
を
見
る
。 

 

○
（
回
想
）
日
本
通
信
同
盟
ビ
ル
・
外
観 

 
 
 

三
階
建
て
の
ビ
ル
。 

 

○
（
回
想
）
同
・
入
口
・
外 

 
 
 

入
口
に
「
日
本
通
信
同
盟
」
の
レ
リ
ー
フ
。 

 

○
（
回
想
）
同
・
事
務
所
・
中 

 
 
 

中
に
は
デ
ス
ク
と
暗
室
が
あ
る
少
し
窮
屈
な

オ
フ
ィ
ス
。 

 
 
 

デ
ス
ク
で
若
林
大
（
５１
）
と
記
者
が
座
る
。 

 
 
 

若
林
が
手
に
持
つ
履
歴
書
に
目
を
落
と
す
。 

若
林
「
米
国
と
の
合
い
の
子
か
」 

 
 
 

記
者
が
履
歴
書
を
覗
き
込
む
。 

記
者
「
へ
え
！ 

特
派
員
倶
楽
部
の
ご
推
薦
と
は
」 

若
林
「
ど
こ
で
も
い
い
さ
」 

 
 
 

若
林
が
腕
を
手
で
二
回
叩
く
。 
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若
林
「
こ
れ
と
度
胸
が
あ
れ
ば
な
」 

記
者
「
そ
う
だ
な…

…

に
し
て
も
遅
い
で
す
ね
？
」 

 
 
 

慌
た
だ
し
い
足
音
が
す
る
。 

 
 
 

ド
ア
が
荒
々
し
く
開
く
。 

 
 
 

息
を
切
ら
し
て
エ
レ
ン
が
入
っ
て
く
る
。 

エ
レ
ン
「
す
！ 

す
い
ま
せ
ん
！
」 

若
林
「
ど
ち
ら
様
で
？
」 

エ
レ
ン
「
き
ょ
っ
、
今
日
か
ら
お
世
話
に
な
る
！
」 

記
者
「
鈴
峰
さ
ん
？
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
大
き
く
首
を
縦
に
振
る
。 

 
 
 

若
林
と
記
者
が
エ
レ
ン
の
身
な
り
を
見
る
。 

記
者
「
男
装
と
は
度
胸
が
い
い
な
」 

若
林
「
そ
ん
な
こ
と
は
い
い
。
十
五
分
の
遅
刻
」 

エ
レ
ン
「
す
い
ま
せ
ん
！
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
頭
を
深
々
と
下
げ
る
。 

若
林
「
説
教
は
後
だ
。
す
ぐ
行
く
ぞ
！
」 

エ
レ
ン
「
は
、
は
い
！
」 

 
 
 

若
林
が
立
ち
上
が
り
、
三
脚
を
取
り
出
す
。 

 
 
 

記
者
も
立
ち
上
が
り
、
部
屋
の
隅
に
行
く
。 

 
 
 

記
者
が
カ
メ
ラ
バ
ッ
グ
を
持
っ
て
エ
レ
ン
に
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差
し
出
す
。 

記
者
「
は
い
。
頑
張
っ
て
ね
」 

 

○
（
回
想
）
皇
居
周
辺
の
道
路 

 
 
 

黒
い
社
用
車
が
皇
居
に
沿
っ
て
走
っ
て
く
る
。 

 
 
 

社
用
車
の
前
部
に
は
「
日
本
通
信
同
盟
」
の

小
さ
な
旗
が
立
っ
て
い
る
。 

 

○
（
回
想
）
黒
い
社
用
車
・
車
内 

 
 
 

運
転
席
に
若
林
が
座
っ
て
運
転
す
る
。 

 
 
 

助
手
席
に
エ
レ
ン
が
座
り
、
カ
メ
ラ
バ
ッ
グ

を
開
け
て
中
を
見
る
。 

若
林
「
何
で
遅
刻
し
た
？
」 

エ
レ
ン
「
街
頭
演
説
に
道
を
塞
が
れ
て
」 

若
林
「
回
り
道
か
」 

エ
レ
ン
「
い
え
、
敵
中
突
破
で
す
！
」 

 
 
 

若
林
が
笑
う
。 

若
林
「
そ
の
な
り
で
か…

…

度
胸
は
認
め
よ
う
」 

エ
レ
ン
「
で
、
誰
を
撮
る
ん
で
す
？
」 

 
 
 

若
林
が
前
方
を
指
さ
す
。 
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エ
レ
ン
が
前
を
見
る
。 

 

○
（
回
想
）
首
相
官
邸
・
外
観 

 

○
（
回
想
）
同
・
首
相
室
・
中 

 
 
 

薄
暗
い
首
相
室
。 

 
 
 

若
林
が
三
脚
を
組
み
立
て
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
カ
メ
ラ
バ
ッ
グ
か
ら
カ
メ
ラ
と
フ

ラ
ッ
シ
ュ
バ
ル
ブ
を
取
り
出
す
。 

若
林
「
平
沼
騏
一
郎
総
理
」 

エ
レ
ン
「
は
あ
」 

若
林
「
元
検
事
で
、
す
ぐ
切
れ
る
人
だ
」 

エ
レ
ン
「
た
ち
が
悪
そ
う
」 

若
林
「
直
接
、
話
す
る
な
よ
」 

秘
書
官
の
声
「
失
礼
し
ま
す
」 

 
 
 

ド
ア
が
開
き
、
モ
ー
ニ
ン
グ
を
着
た
平
沼
騏

一
郎
（
７２
）
と
秘
書
官
が
入
っ
て
く
る
。 

秘
書
官
「
で
は
、
撮
影
に
」 

若
林
「
は
い
」 

 
 
 

平
沼
と
秘
書
官
が
エ
レ
ン
を
見
る
。 
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秘
書
官
「
そ
ち
ら
の
ご
婦
人
は
？
」 

若
林
「
う
ち
の
記
者
で
す
。
今
日
は
彼
女
が
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
驚
い
た
顔
を
若
林
に
向
け
る
。 

 
 
 

若
林
が
意
地
悪
な
笑
顔
で
う
な
ず
く
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
む
っ
と
し
た
顔
を
す
る
。 

秘
書
官
「
そ
れ
で
、
総
理
は
ど
こ
に
？
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
三
脚
の
カ
メ
ラ
の
先
に
立
つ
。 

エ
レ
ン
「
こ
こ
に
、
お
願
い
し
ま
す
」 

 
 
 

平
沼
が
エ
レ
ン
に
近
づ
く
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
カ
メ
ラ
に
戻
り
、
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー

を
覗
く
。 

 

○
（
回
想
）
カ
メ
ラ
の
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
越
し 

 
 
 

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
越
し
に
ぼ
や
け
た
平
沼
が
立

っ
て
い
る
。 

エ
レ
ン
の
声
「
ん
ー
っ
と
」 

 
 
 

ぼ
や
け
た
平
沼
が
は
っ
き
り
と
見
え
る
。 

 
 
 

平
沼
の
ネ
ク
タ
イ
の
首
が
曲
が
っ
て
い
る
。 

 

○
（
回
想
）
総
理
官
邸
・
首
相
室
・
中 
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エ
レ
ン
が
カ
メ
ラ
か
ら
顔
を
上
げ
、
平
沼
に

声
を
掛
け
よ
う
と
す
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
口
に
手
を
当
て
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
秘
書
官
を
手
で
呼
ぶ
。 

 
 
 

秘
書
官
が
近
づ
き
エ
レ
ン
が
耳
打
ち
を
す
る
。 

 
 
 

秘
書
官
が
う
な
ず
き
、
平
沼
に
近
づ
く
。 

 
 
 

秘
書
官
が
平
沼
の
ネ
ク
タ
イ
を
直
そ
う
と
す

る
が
、
も
た
つ
く
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
頭
を
か
き
な
が
ら
平
沼
に
近
づ
く
。 

 
 
 

若
林
が
手
で
エ
レ
ン
を
止
め
よ
う
す
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
秘
書
官
を
押
し
の
け
る
。 

エ
レ
ン
「
失
礼
、
閣
下
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
ネ
ク
タ
イ
の
首
の
部
分
を
掴
ん
で
、

首
を
絞
め
る
。 

 
 
 

平
沼
が
顔
を
真
っ
赤
に
し
て
不
機
嫌
な
顔
を

す
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
カ
メ
ラ
に
戻
っ
て
、
フ
ァ
イ
ン
ダ

ー
を
覗
く
。 

エ
レ
ン
「
そ
れ
で
は
」 

 
 
 

若
林
が
エ
レ
ン
の
横
で
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ル
ブ
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を
構
え
る
。 

 
 
 

音
を
立
て
て
フ
ラ
ッ
シ
ュ
が
焚
か
れ
る
。 

 

○
（
回
想
）
平
沼
の
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
写
真 

 
 
 

白
黒
写
真
の
平
沼
の
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
。 

 
 
 

平
沼
の
表
情
は
不
機
嫌
。 

エ
レ
ン
の
声
「
上
司
は
大
爆
笑
だ
っ
た
わ
」 

 

○
元
の
美
澄
高
校
・
地
学
教
室
・
中 

 
 
 

美
夢
が
黒
板
に
平
沼
の
写
真
を
貼
る
。 

美
夢
「
よ
く
怒
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
ね
」 

エ
レ
ン
「
元
検
事
だ
し
、
そ
れ
に
私
は
女
だ
か
ら
」 

美
夢
「
な
る
ほ
ど
、
殴
っ
た
ら
男
が
す
た
る
と
」 

エ
レ
ン
「
そ
の
通
り
。
で
も
平
沼
さ
ん
に
不
幸
が
」 

 

○
（
回
想
）
新
聞
一
面 

 
 
 

見
出
し
に
「
独
ソ
不
可
侵
条
約
締
結
！
」 

エ
レ
ン
の
声
「
ま
さ
か
ド
イ
ツ
と
ソ
連
が
ね
え
」 

美
夢
の
声
「
ド
イ
ツ
は
ソ
連
を
敵
視
し
て
た
か
ら
」 

エ
レ
ン
の
声
「
こ
れ
で
平
沼
内
閣
は
お
ジ
ャ
ン
に
」 



16 

 

○
（
回
想
）
ニ
ュ
ー
ス
映
像 

 
 
 

「
阿
部
元
陸
将
に
大
命
降
下
！
」の
見
出
し
。 

 
 
 

首
相
官
邸
で
写
真
撮
影
を
す
る
阿
部
信
行

（
６４
）
と
閣
僚
た
ち
。 

エ
レ
ン
の
声「
次
は
阿
部
さ
ん
と
い
う
方
が
総
理
に
」 

 

○
（
回
想
）
首
相
官
邸
・
外
観 

エ
レ
ン
の
声
「
と
こ
ろ
が
こ
の
総
理
」 

 

○
（
回
想
）
同
・
廊
下
・
中 

 
 
 

赤
い
絨
毯
が
ひ
か
れ
た
廊
下
。 

 
 
 

阿
部
が
笑
顔
で
小
走
り
に
走
っ
て
く
る
。 

エ
レ
ン
の
声
「（
笑
い
）
逃
げ
る
逃
げ
る
！
」 

 
 
 

阿
部
の
後
ろ
か
ら
カ
メ
ラ
を
持
っ
た
エ
レ
ン

（
２４
）
が
追
い
か
け
る
。 

エ
レ
ン「
逃
げ
な
い
で
く
だ
さ
い
！ 

一
枚
だ
け
！
」 

 
 
 

阿
部
が
近
く
の
部
屋
に
入
る
。 

ふ
て
く
さ
れ
る
エ
レ
ン
。 

 

○
（
回
想
）
日
本
通
信
同
盟
ビ
ル
・
事
務
所
・
中 
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エ
レ
ン
が
不
機
嫌
な
顔
で
若
林
（
５１
）
の
前

に
立
つ
。 

若
林
「
す
っ
か
り
阿
部
首
相
に
嫌
わ
れ
た
な
」 

エ
レ
ン
「
平
沼
さ
ん
か
ら
何
を
聞
か
さ
れ
た
の
か
」 

若
林
「
で
も
、
困
っ
た
な
」 

エ
レ
ン
「
何
が
で
す
？
」 

若
林「
英
国
の
外
交
団
が
来
る
ん
だ
。非
公
式
だ
が
」 

エ
レ
ン
「
と
い
う
こ
と
は
歓
迎
式
典
が
？
」 

若
林
「
そ
う
！ 

そ
こ
で
特
ネ
タ
を
ぜ
ひ
！
」 

エ
レ
ン
「
つ
ま
り
、
式
典
に
潜
り
込
め
と
？
」 

若
林
「
ま
あ
、
正
攻
法
で
は
無
理
だ
ろ
う
な
」 

 
 
 

若
林
が
笑
う
。 

若
林
「
そ
こ
で
秘
策
を
与
え
る
」 

 
 
 

若
林
が
手
で
耳
を
か
せ
と
エ
レ
ン
に
促
す
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
若
林
に
耳
を
近
づ
け
る
。 

 

○
（
回
想
）
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ト
・
外
観
（
夕
） 

エ
レ
ン
の
声
「
歓
迎
式
典
は
横
浜
で
行
わ
れ
た
の
」 

 

○
（
回
想
）
同
・
ロ
ビ
ー
・
中
（
夕
） 
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ロ
ビ
ー
に
は
正
装
し
た
英
国
人
女
性
や
英
国

人
男
性
が
た
む
ろ
し
て
い
る
。 

エ
レ
ン
の
声
「
そ
こ
で
私
は
お
め
か
し
を
し
て
ね
」 

 
 
 

髪
を
下
ろ
し
、
ド
レ
ス
を
身
に
つ
け
、
ヒ
ー

ル
を
履
い
た
エ
レ
ン
が
カ
メ
ラ
バ
ッ
グ
を
持

っ
て
入
っ
て
く
る
。 

 
 
 

英
国
人
男
性
が
エ
レ
ン
の
肩
を
叩
く
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
驚
い
て
振
り
返
る
。 

エ
レ
ン
の
声
「
バ
レ
た
か
と
思
っ
た
の
」 

 
 
 

英
国
人
男
性
が
親
し
げ
に
エ
レ
ン
と
話
す
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
笑
顔
で
う
な
ず
く
。 

エ
レ
ン
の
声
「
で
も
ナ
ン
パ
だ
っ
た
わ
。
そ
れ
で
」 

エ
レ
ン
が
男
性
の
エ
ス
コ
ー
ト
で
式
典
会
場

の
入
口
に
向
か
う
。 

入
口
の
ス
タ
ッ
フ
が
エ
レ
ン
を
止
め
る
。 

エ
レ
ン
が
一
瞬
、
た
じ
ろ
ぐ
。 

ス
タ
ッ
フ
が
エ
レ
ン
の
胸
に
リ
ボ
ン
を
つ
け

る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
会
釈
を
し
て
式
典
会
場
に
入
る
。 
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○
（
回
想
）
同
・
歓
迎
式
典
会
場
・
中 

 
 
 

会
場
は
長
テ
ー
ブ
ル
に
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
が

ひ
か
れ
、
イ
ス
が
置
か
れ
て
い
る
。 

 
 
 

上
座
の
上
に
は
日
章
旗
と
英
国
国
旗
が
掲
げ

ら
れ
て
い
る
。 

 
 
 

参
加
者
が
席
に
着
い
て
い
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
男
性
に
エ
ス
コ
ー
ト
さ
れ
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
と
男
性
が
テ
ー
ブ
ル
に
つ
く
。 

 
 
 

テ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
い
る
畑
田
勝
幸
（
２４
）

が
エ
レ
ン
を
怪
訝
な
顔
で
見
る
。 

 
 
 

入
口
か
ら
阿
部
と
使
節
団
長
が
談
笑
し
な
が

ら
入
っ
て
く
る
。 

 
 
 

阿
部
と
団
長
が
エ
レ
ン
と
男
性
の
斜
向
か
い

に
座
る
。 

エ
レ
ン
の
声
「
何
と
主
賓
席
だ
っ
た
の
！
」 

 
 
 

ス
タ
ッ
フ
が
飲
み
物
を
運
ん
で
く
る
。 

 
 
 

阿
部
と
団
長
が
立
っ
て
グ
ラ
ス
を
交
わ
す
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
カ
メ
ラ
を
構
え
る
。 

エ
レ
ン
の
声
「
す
か
さ
ず
私
は
カ
メ
ラ
を
構
え
て
」 

 
 
 

フ
ラ
ッ
シ
ュ
が
焚
か
れ
る
。 
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○
（
回
想
）
日
本
通
信
同
盟
ビ
ル
・
事
務
所
・
中 

 
 
 

若
林
が
電
話
で
話
す
。 

若
林
「
出
禁
？ 

い
や
、
待
っ
て
く
だ
さ
い
よ
！
」 

 
 
 

若
林
の
横
で
エ
レ
ン
が
新
聞
を
見
る
。 

 
 
 

新
聞
に
は
驚
い
た
阿
部
と
笑
顔
の
団
長
が
グ

ラ
ス
を
交
わ
す
写
真
が
載
る
。 

 

○
（
回
想
）
新
聞
一
面 

 
 
 

「
阿
部
内
閣
総
辞
職
」
の
見
出
し
。 

エ
レ
ン
の
声「
と
こ
ろ
が
阿
部
さ
ん
も
す
ぐ
に
終
り
」 

女
子
生
徒
の
声
「
は
や
！
」 

エ
レ
ン
の
声
「
で
も
、
こ
れ
に
は
少
し
続
き
が
」 

 

○
（
回
想
）
帝
国
ホ
テ
ル
・
外
観
（
夜
） 

エ
レ
ン
の
声「
阿
部
総
理
の
慰
労
会
が
行
わ
れ
た
の
」 

 

○
（
回
想
）
同
・
宴
会
場
・
中
（
夜
） 

 
 
 

中
で
は
テ
ー
ブ
ル
が
置
か
れ
、
ビ
ー
ル
が
並

べ
ら
れ
て
い
る
。 

 
 
 

参
加
者
が
飲
ん
で
騒
い
で
い
る
。 
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ボ
ー
イ
ら
が
会
場
内
を
せ
わ
し
な
く
動
く
。 

 
 
 

入
口
か
ら
エ
レ
ン
が
や
っ
て
く
る
。 

エ
レ
ン
の
声
「
な
ぜ
か
私
も
呼
ば
れ
て
」 

 
 
 

エ
レ
ン
に
背
広
姿
の
男
性
二
人
が
近
づ
き
、

無
理
や
り
エ
ス
コ
ー
ト
す
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
阿
部
の
真
正
面
に
座
ら
さ
れ
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
の
前
に
ビ
ー
ル
の
ジ
ョ
ッ
キ
が
置
か

れ
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
ジ
ョ
ッ
キ
を
ま
じ
ま
じ
と
見
る
。 

 
 
 

阿
部
が
笑
顔
の
表
情
で
、
手
で
促
す
。 

エ
レ
ン
の
声
「
が
っ
つ
り
飲
む
の
は
実
は
初
め
て
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
ゆ
っ
く
り
ジ
ョ
ッ
キ
を
掴
み
、
一

口
ビ
ー
ル
を
飲
む
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
笑
顔
に
な
っ
て
ジ
ョ
ッ
キ
を
最
後

ま
で
飲
む
。 

 
 
 

阿
部
が
手
を
叩
い
て
喜
ぶ
。 

 
 
 

エ
レ
ン
の
隣
の
人
が
ジ
ョ
ッ
キ
を
さ
ら
に
持

っ
て
く
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
ジ
ョ
ッ
キ
を
あ
お
る
。 

エ
レ
ン
の
声
「
で
、
気
が
つ
い
た
ら…

…

」 
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エ
レ
ン
が
机
に
突
っ
伏
し
て
眠
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
の
顔
は
赤
い
。 

 
 
 

阿
部
が
エ
レ
ン
の
後
ろ
に
座
っ
て
い
る
畑
田

を
呼
ぶ
。 

 
 
 

阿
部
の
手
に
は
カ
メ
ラ
が
握
ら
れ
て
い
る
。 

 
 
 

畑
田
が
振
り
返
っ
て
立
ち
上
が
る
。 

 
 
 

阿
部
が
エ
レ
ン
を
指
し
て
う
な
ず
く
。 

 
 
 

畑
田
が
エ
レ
ン
を
揺
さ
ぶ
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
寝
ぼ
け
眼
で
起
き
上
が
る
。 

 
 
 

阿
部
が
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
。 

 
 
 

フ
ラ
ッ
シ
ュ
が
焚
か
れ
る
。 

 
 
 

阿
部
が
嬉
々
と
し
て
喜
ぶ
。 

エ
レ
ン
の
声
「
ま
さ
に
仕
返
し
ね
」 

 

○
元
の
美
澄
高
校
・
地
学
教
室
・
中
（
夕
） 

 
 
 

エ
レ
ン
が
笑
顔
で
写
真
を
掲
げ
る
。 

 
 
 

写
真
に
は
寝
ぼ
け
眼
の
エ
レ
ン
と
迷
惑
そ
う

な
顔
を
す
る
畑
田
が
写
る
。 

 
 
 

生
徒
ら
が
ク
ス
ク
ス
笑
う
。 

エ
レ
ン
「
さ
て
さ
て
、
こ
の
後
の
話
は
」 
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エ
レ
ン
が
畑
田
を
指
さ
す
。 

エ
レ
ン
「
私
の
冒
険
に
欠
か
せ
な
い
人
物
」 

美
夢
「
あ
ら
！ 

ひ
ょ
っ
と
し
て
？
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
微
笑
む
。 

 
 
 

生
徒
が
興
味
深
々
な
顔
を
す
る
。 

 
 
 

チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
。 

美
夢
「
あ
ら
、
残
念
！
」 

エ
レ
ン
「
気
に
な
る
こ
い
つ
は
、
ま
た
明
日
！
」 

 
 
 

エ
レ
ン
と
美
夢
が
手
を
振
る
。 

 

○
美
澄
高
校
・
外
観 

 
 
 

曇
り
の
空
模
様
。 

 

○
同
・
地
学
教
室
前
の
ド
ア
・
中 

 
 
 

入
口
の
張
り
紙
に
「
歴
史
総
合
・
補
習
二
日

目
」
の
文
字
。 

 

○
同
・
地
学
教
室
・
中 

 
 
 

教
室
に
は
エ
レ
ン
、美
夢
、生
徒
ら
が
い
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
車
い
す
か
ら
背
伸
び
し
て
教
室
の
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後
ろ
を
見
る
。 

エ
レ
ン
「
あ
ら
、
あ
の
子
？
」 

美
遊
「
あ
り
ゃ
？ 

金
村
君
は
？
」 

 
 
 

生
徒
ら
が
顔
を
見
合
わ
せ
る
。 

 
 
 

ド
ア
が
開
き
、
金
村
が
入
っ
て
く
る
。 

金
村
「（
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
に
）
す
み
ま
せ
ん
」 

美
遊
「
理
由
は
？
」 

男
子
生
徒
Ａ
「
さ
っ
き
彼
女
と
喧
嘩
し
て
た
！
」 

金
村
「
る
っ
せ
い
！
」 

 
 
 

金
村
が
む
く
れ
る
。 

エ
レ
ン
「
ま
あ
ま
あ
、
ど
う
ぞ
席
に
」 

 
 
 

金
村
が
仏
頂
面
で
後
ろ
の
席
に
座
る
。 

エ
レ
ン
「
さ
て
、
で
は
こ
の
男
。
で
も
そ
の
前
に
」 

 
 
 

寝
ぼ
け
眼
の
エ
レ
ン
と
迷
惑
そ
う
な
顔
を
す

る
畑
田
の
写
真
を
生
徒
に
見
せ
る
。 

 

○
（
回
想
）
東
京
・
銀
座
・
俯
瞰 

 
 
 

Ｔ
「
昭
和
十
五
年
・
夏
」 

 

○
（
回
想
）
日
本
通
信
同
盟
ビ
ル
・
事
務
所
・
中 
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若
林
が
紙
を
持
っ
て
し
ゃ
べ
る
。 

エ
レ
ン
の
声
「
中
国
と
の
戦
争
は
泥
沼
と
な
っ
た
」 

事
務
所
の
記
者
ら
が
立
っ
て
若
林
（
５２
）
を

向
く
。 

 
 
 

エ
レ
ン
（
２５
）
も
立
っ
て
若
林
に
向
く
。 

若
林
「
わ
が
社
も
兵
隊
に
と
ら
れ
て
人
手
不
足
！
」 

記
者「
社
会
部
も
二
人
、大
陸
に
行
き
ま
し
た…

…

」 

 
 
 

若
林
が
エ
レ
ン
を
見
る
。 

若
林「
そ
こ
で
エ
レ
ン
に
社
会
部
も
や
っ
て
も
ら
う
」 

 
 
 

記
者
ら
が
ど
よ
め
く
。 

若
林
「
エ
レ
ン
。
早
速
、
黙
と
う
の
取
材
、
行
け
！
」 

エ
レ
ン
「
は
、
は
い
！
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
カ
メ
ラ
を
手
に
し
て
部
屋
を
出
る
。 

 

○
（
回
想
）
銀
座
・
交
差
点
・
外 

 
 
 

背
広
を
着
た
人
や
洋
装
の
女
性
、
軍
人
ら
が

通
り
を
行
き
交
う
。 

エ
レ
ン
の
声
「
こ
の
日
は
日
中
戦
争
か
ら
三
年
目
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
カ
メ
ラ
を
構
え
て
通
り
を
歩
く
。 

エ
レ
ン
の
声
「
国
が
戦
死
し
た
兵
隊
に
黙
と
う
を
し
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よ
う
と
呼
び
か
け
た
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
腕
時
計
を
見
る
。 

 
 
 

サ
イ
レ
ン
が
鳴
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
空
を
見
上
げ
、通
り
に
目
を
戻
す
。 

 
 
 

人
々
が
行
き
交
う
。 

エ
レ
ン
の
声
「
で
も
、
み
ん
な
知
ら
ん
顔
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
カ
メ
ラ
を
構
え
て
右
、左
を
見
る
。 

エ
レ
ン
の
声
「
さ
あ
困
っ
た
。
す
る
と
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
交
差
点
の
斜
向
か
い
を
見
る
。 

 
 
 

斜
向
か
い
に
海
軍
将
官
の
服
を
着
て
い
る
畑

田
（
２５
）
が
脱
帽
し
よ
う
と
す
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
交
差
点
を
駆
け
る
。 

 
 
 

自
動
車
や
路
面
電
車
が
警
笛
を
鳴
ら
し
、
急

ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
交
差
点
を
渡
り
切
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
息
を
切
ら
せ
な
が
ら
黙
と
う
す
る

畑
田
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
。 

 
 
 

警
官
が
エ
レ
ン
の
後
ろ
か
ら
つ
か
む
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
警
官
に
振
り
返
る
。 

警
官
「
貴
様
！ 

何
や
っ
て
る
ん
だ
！
」 
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エ
レ
ン
「
え
？ 

取
材
で
す
よ
」 

警
官
「
何
の
だ
！
」 

エ
レ
ン
「
黙
と
う
し
て
る
人
の
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
振
り
返
る
。 

 
 
 

畑
田
が
道
路
を
渡
ろ
う
と
す
る
。 

エ
レ
ン
「
あ
！ 

ち
ょ
っ
と
！
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
近
づ
こ
う
と
す
る
と
、
警
官
が
首

根
っ
こ
を
つ
か
む
。 

警
官
「
貴
様
。
ど
こ
の
国
だ
？
」 

エ
レ
ン
「
あ
、
い
や
、
に
、
日
本
人
で
す
」 

警
官「
嘘
つ
け
、あ
い
の
子
！ 

ち
ょ
っ
と
来
い
！
」 

 
 
 

警
官
が
エ
レ
ン
の
腕
を
掴
み
引
っ
張
る
。 

エ
レ
ン
「
ち
ょ
っ
と
！ 

離
し
て
っ
て
！
」 

 
 
 

通
り
の
人
達
が
エ
レ
ン
と
警
官
を
見
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
警
官
の
手
を
振
り
切
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
畑
田
に
駆
け
寄
る 

エ
レ
ン
「
ち
ょ
っ
と
、
海
軍
さ
ん
！
」 

 
 
 

畑
田
が
エ
レ
ン
を
見
て
驚
く
。 

警
官
の
声
「
危
な
い
！
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
振
り
返
る
。 
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エ
レ
ン
の
眼
前
に
バ
ス
が
迫
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
目
を
瞑
る
。 

 
 
 

衝
突
音
が
す
る
。 

 

○
（
回
想
）
都
内
の
病
院
・
エ
レ
ン
の
目
線
・
中
（
夜
） 

 
 
 

真
っ
暗
な
視
界
が
明
け
、
天
井
が
ぼ
ん
や
り

見
え
る
。 

看
護
婦
の
声
「
気
づ
い
た
み
た
い…

…

」 

 
 
 

何
人
か
の
足
音
が
聞
こ
え
る
。 

 

○
（
回
想
）
同
・
病
室
・
中
（
夜
） 

 
 
 

ベ
ッ
ド
に
エ
レ
ン
が
横
に
な
っ
て
い
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
の
目
が
開
く
。 

 
 
 

病
室
に
若
林
と
畑
田
が
入
る
。 

若
林
「
エ
レ
ン…

…

」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
起
き
上
が
る
。 

エ
レ
ン
「
あ
れ
？ 

私
？
」 

畑
田
「
バ
ス
に
は
ね
ら
れ
た
ん
で
す
」 

エ
レ
ン
「
あ
、
あ
あ…

…

」 

若
林
「
警
官
か
ら
逃
げ
よ
う
と
し
た
ん
だ
っ
て
？
」 
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エ
レ
ン「
違
い
ま
す
！ 

取
材
し
て
い
た
だ
け
で
す
」 

畑
田
「
取
材
？
」 

エ
レ
ン
「
黙
と
う
の
！
」 

 
 
 

若
林
が
写
真
を
取
り
出
す
。 

 
 
 

畑
田
が
そ
れ
を
見
る
。 

 

○
（
回
想
）
畑
田
の
白
黒
写
真 

 
 
 

畑
田
が
通
り
で
脱
帽
し
て
黙
と
う
す
る
姿
が

写
っ
て
い
る
。 

 
 
 

通
行
人
が
意
に
介
さ
ず
歩
く
の
が
脇
に
写
る
。 

 

○
（
回
想
）
都
内
の
病
院
・
病
室
・
中
（
夜
） 

 
 
 

畑
田
が
写
真
を
注
視
す
る
。 

畑
田
「
あ
あ
、
な
る
ほ
ど
。
う
ま
い
で
す
ね
」 

エ
レ
ン
「
警
官
も
黙
と
う
す
る
べ
き
な
の
に
！
」 

畑
田
「
異
人
を
見
る
と
、
警
戒
す
る
の
よ
」 

エ
レ
ン
「
私
は
日
本
人
で
す
！
」 

若
林
「
エ
レ
ン
！ 

命
の
恩
人
だ
ぞ
！
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
驚
い
た
顔
を
す
る
。 

エ
レ
ン
「
す
、
す
い
ま
せ
ん
で
し
た
」 
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畑
田
が
苦
笑
い
を
す
る
。 

畑
田
「
申
し
遅
れ
ま
し
た
。
畑
田
勝
幸
で
す
」 

エ
レ
ン
「
初
め
ま
し
て
。
鈴
峰
エ
レ
ン
で
す
」 

畑
田
「
二
回
目
で
す
よ
」 

エ
レ
ン
「
は
？
」 

畑
田
「
阿
部
総
理
の
慰
労
会
で
」 

 
 
 

畑
田
が
ビ
ー
ル
を
飲
む
仕
草
を
す
る
。 

畑
田「
い
や
あ
、潰
れ
た
あ
な
た
を
負
ぶ
っ
た
の
は
」 

エ
レ
ン
「
重
か
っ
た
っ
て
か
ー
！
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
畑
田
に
掴
み
か
か
ろ
う
と
す
る
。 

医
者
の
声
「
お
静
か
に
！
」 

 
 
 

医
者
が
不
機
嫌
な
顔
を
し
て
中
に
入
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
の
動
き
が
止
ま
る
。 

医
者
「
こ
れ
だ
け
元
気
な
ら
問
題
な
い
で
す
ね
」 

若
林
「
明
日
か
ら
仕
事
で
も
？
」 

医
者
「
え
え
。
か
す
り
傷
程
度
で
す
し
」 

若
林
「
と
い
う
わ
け
で
、
エ
レ
ン
」 

エ
レ
ン
「
は
い
？
」 

若
林
「
あ
し
た
か
ら
陸
軍
省
も
兼
ね
ろ
」 

エ
レ
ン
「
は
い
？
」 
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若
林「
こ
い
つ
陸
軍
に
出
向
の
海
軍
さ
ん
だ
そ
う
だ
」 

エ
レ
ン
「
え
っ
と
、
つ
ま
り
？
」 

畑
田
「
海
軍
な
の
に
陸
軍
省
勤
務
」 

エ
レ
ン
「
あ
あ
、
左
遷
ね
」 

 
 
 

畑
田
が
エ
レ
ン
を
睨
む
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
舌
を
出
し
て
笑
う
。 

若
林
「
仲
良
く
や
り
な
さ
い
、
ほ
ら
」 

 
 
 

若
林
が
カ
メ
ラ
バ
ッ
グ
を
差
し
出
す
。 

 

○
（
回
想
）
陸
軍
省
・
外
観
（
夕
） 

エ
レ
ン
の
声
「
数
日
後
、
取
材
の
た
め
陸
軍
省
を
訪

れ
た
。
と
こ
ろ
が
」 

 

○
（
回
想
）
同
・
正
門
・
外
（
夕
） 

 
 
 

ス
カ
ー
ト
姿
の
エ
レ
ン
と
衛
兵
が
に
ら
み
合

っ
て
い
る
。 

衛
兵
「
帰
れ
！ 

大
臣
は
お
会
い
に
な
ら
な
い
！
」 

エ
レ
ン
「
許
可
は
得
て
ま
す
！
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
許
可
証
と
身
分
証
を
見
せ
る
。 

 
 
 

衛
兵
が
手
で
エ
レ
ン
を
追
い
払
う
。 
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衛
兵
「
ダ
メ
だ
！ 

帰
れ
！
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
衛
兵
を
睨
ん
で
離
れ
る
。 

 

○
（
回
想
）
通
り
の
街
頭
（
夜
） 

 
 
 

街
灯
が
灯
り
始
め
る
。 

エ
レ
ン
の
声
「
何
か
あ
る
と
思
っ
た
。
そ
こ
で
」 

 

○
（
回
想
）
陸
軍
省
・
道
路
側
の
塀
・
外
（
夜
） 

 
 
 

エ
レ
ン
が
塀
沿
い
に
歩
く
。 

 
 
 

塀
を
見
上
げ
る
エ
レ
ン
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
両
手
に
江
戸
っ
子
み
た
い
に
唾
を

飛
ば
す
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
塀
を
よ
じ
登
る
。 

 

○
（
回
想
）
同
・
陸
軍
省
敷
地
側
の
塀
・
外
（
夜
） 

 
 
 

エ
レ
ン
が
塀
か
ら
顔
を
出
す
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
左
右
を
見
る
。 

 
 
 

人
は
誰
も
い
な
い
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
塀
を
乗
り
上
げ
て
、
敷
地
側
に
体

を
移
す
。 
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畑
田
の
声
「（
小
声
）
お
い
！
」 

エ
レ
ン
「
え
ひ
ゃ
！
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
足
元
を
崩
し
塀
に
ぶ
ら
下
が
る
。 

 
 
 

畑
田
が
エ
レ
ン
の
下
に
来
る
。 

畑
田
「（
小
声
）
何
や
っ
て
ん
だ
！
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
片
手
で
ス
カ
ー
ト
に
手
を
当
て
る
。 

エ
レ
ン「（
小
声
）見
え
ち
ゃ
う
！ 

あ
っ
ち
行
け
！
」 

畑
田
「（
小
声
）
危
な
い
っ
て
！
」 

衛
兵
の
声
「
誰
だ
！
」 

 
 
 

エ
レ
ン
に
向
か
っ
て
ラ
イ
ト
が
当
て
ら
れ
る
。 

エ
レ
ン
「
う
わ
！
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
手
を
離
し
て
し
ま
う
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
尻
も
ち
を
つ
く
。 

 
 
 

サ
イ
レ
ン
が
鳴
る
。 

 
 
 

憲
兵
ら
が
表
に
出
て
く
る
。 

憲
兵
の
声
「
不
審
者
だ
！ 

発
砲
を
許
可
す
る
！
」 

 
 
 

畑
田
が
エ
レ
ン
の
体
を
起
こ
す
。 

畑
田
「
走
れ
る
か
？
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
小
刻
み
に
う
な
ず
く
。 

 
 
 

エ
レ
ン
と
畑
田
が
建
物
の
中
へ
駆
け
出
す
。 
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一
発
の
発
砲
音
が
す
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
の
右
太
も
も
に
命
中
す
る
。 

エ
レ
ン
「
い
っ
！
」 

 
 
 

エ
レ
ン
の
体
が
崩
れ
る
。 

 
 
 

畑
田
が
エ
レ
ン
を
負
ぶ
さ
っ
て
中
に
入
る
。 

 

○
（
回
想
）
同
・
備
品
室
・
中
（
夜
） 

 
 
 

中
は
電
気
が
消
え
て
い
る
。 

 
 
 

畑
田
が
エ
レ
ン
を
背
負
っ
て
入
る
。 

 
 
 

畑
田
が
部
屋
の
隅
に
エ
レ
ン
を
降
ろ
す
。 

エ
レ
ン
「
い
っ
た
！
」 

 
 
 

畑
田
が
エ
レ
ン
の
右
太
も
も
を
見
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
の
右
太
も
も
か
ら
出
血
し
て
い
る
。 

 
 
 

畑
田
が
近
く
の
棚
か
ら
布
巾
を
掴
み
、
応
急

処
置
を
す
る
。 

畑
田
「
じ
っ
と
し
て
ろ
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
う
な
ず
く
。 

 
 
 

畑
田
が
毛
布
を
取
り
出
し
エ
レ
ン
に
被
せ
る
。 

畑
田
「（
小
声
）
動
く
な
よ
！ 

息
を
殺
せ
！
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
毛
布
越
し
に
う
な
ず
く
。 
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○
（
回
想
）
同
・
正
門
・
外
（
夜
） 

 
 
 

黒
塗
り
の
自
動
車
が
中
に
入
る
。 

 
 
 

衛
兵
が
敬
礼
す
る
。 

 

○
（
回
想
）
同
・
備
品
室
・
中
（
夜
） 

 
 
 

電
気
が
消
え
た
ま
ま
の
部
屋
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
毛
布
を
か
ぶ
っ
て
動
か
な
い
。 

 
 
 

二
組
の
駆
け
足
の
音
が
聞
こ
え
る
。 

憲
兵
Ａ
の
声
「
誰
か
い
る
か
！
」 

憲
兵
Ｂ
の
声
「
調
べ
ろ
！
」 

 
 
 

ド
ア
が
荒
々
し
く
開
く
。 

 
 
 

憲
兵
二
人
が
短
銃
を
構
え
る
。 

 
 
 

憲
兵
二
人
が
ゆ
っ
く
り
中
に
入
る
。 

憲
兵
Ａ
「
な
ん
だ
、
あ
の
毛
布
？
」 

 
 
 

憲
兵
Ｂ
が
毛
布
越
し
の
エ
レ
ン
に
近
づ
く
。 

 
 
 

憲
兵
Ｂ
が
短
銃
を
突
き
付
け
る
。 

米
内
の
声
「
お
い
、
君
達
」 

 
 
 

憲
兵
二
人
が
ド
ア
に
振
り
返
る
。 

 
 
 

背
広
姿
の
米
内
光
政（
６０
）が
立
っ
て
い
る
。 

憲
兵
Ａ
「
誰
だ
！ 

貴
様
！
」 
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米
内
「
総
理
の
顔
も
知
ら
ん
の
か
？
」 

 
 
 

憲
兵
二
人
が
直
立
不
動
の
姿
勢
を
と
る
。 

憲
兵
Ａ
・
Ｂ「
失
礼
い
た
し
ま
し
た
！ 

米
内
閣
下
」 

米
内
「
賊
か
？
」 

憲
兵
Ａ
「
は
っ
！
」 

憲
兵
Ｂ
「
目
下
、
捜
索
中
で
あ
り
ま
す
！
」 

米
内
「
な
ら
、
も
う
外
だ
ろ
。
非
常
線
張
れ
！
」 

憲
兵
Ａ
・
Ｂ
「
は
っ
！
」 

 
 
 

憲
兵
二
人
が
駆
け
足
で
外
に
出
る
。 

 
 
 

米
内
が
辺
り
を
う
か
が
っ
て
、
中
に
入
る
。 

 
 
 

米
内
が
毛
布
越
し
の
エ
レ
ン
に
近
づ
く
。 

米
内
「
い
る
ん
だ
ろ
？
」 

 
 
 

毛
布
越
し
の
エ
レ
ン
は
動
か
な
い
。 

米
内
「
大
丈
夫
。
畑
田
か
ら
聞
い
た
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
毛
布
を
脱
い
で
驚
い
た
顔
で
米
内

を
見
る
。 

米
内
「（
笑
い
）
な
る
ほ
ど
、
面
白
そ
う
な
娘
だ
」 

エ
レ
ン
「…
…

な
ぜ
、
総
理
が
？
」 

 
 
 

米
内
が
笑
う
。 

米
内
「
そ
れ
は
お
い
お
い
。
立
て
る
か
？
」 
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エ
レ
ン
「
ど
こ
へ
？
」 

畑
田
の
声
「
海
軍
病
院
へ
」 

 
 
 

畑
田
が
米
内
の
後
ろ
か
ら
現
れ
る
。 

 
 
 

畑
田
が
エ
レ
ン
を
背
負
う
。 

 

○
同
・
正
門
・
外
（
夜
） 

 
 
 

黒
塗
り
の
自
動
車
が
出
て
く
る
。 

 

○
同
・
海
軍
病
院
・
外
（
夜
） 

 

○
同
・
病
室
・
中
（
夜
） 

 
 
 

エ
レ
ン
が
ベ
ッ
ド
に
横
に
な
っ
て
い
る
。 

 
 
 

右
太
も
も
に
は
包
帯
が
巻
か
れ
て
い
る
。 

 
 
 

畑
田
が
心
配
そ
う
に
エ
レ
ン
を
見
る
。 

 
 
 

ド
ア
が
ノ
ッ
ク
す
る
音
。 

畑
田
「
ど
う
ぞ
」 

 
 
 

ド
ア
が
開
き
、
若
林
が
入
る
。 

畑
田
「…
…

す
い
ま
せ
ん
」 

若
林
「
い
や
、
君
の
せ
い
じ
ゃ
な
い
」 

畑
田
「
し
か
し
、
こ
の
騒
動
の
お
か
げ
で
」 
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若
林
「
何
か
掴
ん
だ
ん
だ
ね
？
」 

 
 
 

畑
田
が
う
な
ず
く
。 

畑
田「
陸
軍
は
次
の
総
理
を
探
し
て
ま
す…

…

あ
の
」 

若
林
「
何
だ
い
？
」 

畑
田
「
こ
れ
以
上
、
エ
レ
ン
の
単
独
行
動
は…

…

」 

 
 
 

若
林
が
苦
笑
い
を
す
る
。 

若
林
「
そ
う
だ
な…

…

危
険
だ
な
」 

 
 
 

畑
田
と
若
林
が
エ
レ
ン
を
見
る
。 

 

○
（
回
想
）
新
聞
の
輪
転
機 

 
 
 

見
出
し
に
「
畑
陸
軍
大
臣
、
単
独
辞
職
！
」 

 
 
 

畑
俊
六
の
写
真
が
載
る
。 

 
 
 

別
の
新
聞
の
見
出
し
に「
米
内
内
閣
瓦
解
！
」 

 
 
 

米
内
光
政
の
顔
が
載
る
。 

 

○
（
回
想
）
海
軍
病
院
・
病
室
・
中
（
朝
） 

 
 
 

エ
レ
ン
が
新
聞
を
読
む
。 

若
林
の
声
「
お
は
よ
う
さ
ん
」 

 
 
 

背
広
を
着
た
若
林
と
畑
田
が
入
っ
て
く
る
。 

エ
レ
ン
「（
不
機
嫌
に
）
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」 
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若
林
「
足
は
ど
う
だ
？
」 

エ
レ
ン
「
痛
み
は
引
き
ま
し
た
」 

若
林
「
そ
う
か…

…

そ
れ
、
読
ん
だ
か
？
」 

エ
レ
ン
「
え
え
」 

若
林
「
や
れ
や
れ
、
陸
軍
の
や
り
た
い
放
題
だ
な
」 

畑
田
「
軍
部
が
大
臣
出
さ
な
い
と
内
閣
不
成
立
」 

エ
レ
ン
「
そ
れ
も
陸
軍
が
仕
組
ん
だ
こ
と
」 

 
 
 

三
人
が
た
め
息
を
つ
く
。 

若
林
「
エ
レ
ン
」 

エ
レ
ン
「
は
い
」 

若
林
「
し
ば
ら
く
こ
い
つ
と
組
め
」 

 
 
 

若
林
が
畑
田
を
示
す
。 

エ
レ
ン
「
は
ー
？
」 

若
林
「
こ
い
つ
、
陸
軍
省
追
い
出
さ
れ
て
な
」 

畑
田
「
海
軍
省
に
出
戻
り
な
ん
だ
け
ど
」 

若
林「
仕
事
が
な
い
ら
し
い
ん
だ
。な
ら
護
衛
に
と
」 

エ
レ
ン
「
嫌
で
す
よ
！ 

お
目
付
け
役
で
し
ょ
！
」 

若
林「
命
令
だ
！ 

し
ば
ら
く
は
海
軍
省
付
き
に
！
」 

畑
田
「
お
守
役
で
す
。
よ
ろ
し
く
！
」 

エ
レ
ン
「
お
守
？ 

う
が
ー
！
」 
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エ
レ
ン
が
新
聞
を
引
き
裂
き
、宙
に
投
げ
る
。 

 
 
 

大
衆
の
歓
声
が
上
が
る
。 

 
 
 

Ｔ
「
昭
和
十
五
年
・
秋
」 

 

○
（
回
想
）
ド
イ
ツ
映
画
「
民
族
の
祭
典
」 

 
 
 

ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
記
録
映
画
。 

 
 
 

日
本
人
選
手
が
競
技
す
る
映
像
。 

 
 
 

ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー
が
映
る
。 

 

○
（
回
想
）
東
京
劇
場
・
劇
場
・
中 

 
 
 

ス
カ
ー
ト
姿
の
エ
レ
ン
と
畑
田
が
観
客
席
に

座
る
。 

 
 
 

劇
場
の
観
客
が
歓
声
と
拍
手
で
沸
く
。 

 
 
 

畑
田
が
エ
レ
ン
の
横
顔
を
見
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
う
ん
ざ
り
し
た
顔
を
す
る
。 

 

○
（
回
想
）
蕎
麦
屋
・
外
観 

 

○
（
回
想
）
同
・
店
内
・
中 

 
 
 

中
に
は
数
人
の
客
が
い
る
。 
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エ
レ
ン
と
畑
田
が
向
か
い
合
っ
て
座
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
ペ
ン
を
持
っ
て
ぺ
ら
紙
の
前
で
唸

っ
て
い
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
の
眉
間
に
し
わ
が
寄
る
。 

 
 
 

そ
れ
を
見
て
畑
田
が
笑
う
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
畑
田
を
睨
む
。 

エ
レ
ン
「
何
よ
！
」 

畑
田
「
お
、
怒
る
な
よ
」 

エ
レ
ン
「
何
で
ナ
チ
ス
映
画
の
記
事
な
ん
て
」 

畑
田
「
映
画
は
好
き
だ
と
聞
き
ま
し
た
が
？
」 

エ
レ
ン
「
私
は
ロ
マ
ン
ス
が
好
き
な
の
！
」 

畑
田
「（
軽
口
で
）
春
、
南
方
の
ロ
ー
マ
ン
ス
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
畑
田
を
睨
ん
で
、ぺ
ら
紙
を
隠
す
。 

エ
レ
ン「
あ
ー
あ
！ 

米
内
さ
ん
が
倒
れ
た
と
た
ん
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
ぺ
ら
紙
を
畑
田
に
見
せ
る
。 

 
 
 

ぺ
ら
紙
に
は
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
と
ヒ
ト
ラ
ー
と

近
衛
文
麿
が
手
を
組
ん
だ
絵
。 

畑
田
「
そ
れ
、
時
間
の
問
題
だ
ろ
う
な
」 

エ
レ
ン
「
陛
下
な
ら
こ
ん
な
バ
カ
し
な
い
わ
！
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
ぺ
ら
紙
を
乱
暴
に
丸
め
る
。 
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畑
田
「
お
前
さ
」 

エ
レ
ン
「
何
よ
？
」 

畑
田
「
い
い
加
減
に
し
ろ
よ
」 

エ
レ
ン
「
何
言
っ
て
る
の
よ
」 

畑
田
「
俺
ら
海
軍
だ
っ
て
、
色
々
と
」 

店
員
の
声
「
お
待
た
せ
し
ま
し
た
ー
！
」 

 
 
 

店
員
が
カ
ツ
丼
と
天
ぷ
ら
そ
ば
を
持
っ
て
き

て
、
エ
レ
ン
と
畑
田
の
前
に
並
べ
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
カ
ツ
丼
を
食
べ
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
不
味
そ
う
な
顔
を
す
る
。 

畑
田
「
ど
し
た
？
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
箸
で
カ
ツ
丼
の
米
の
部
分
を
す
く

い
上
げ
る
。 

 
 
 

白
米
に
混
じ
っ
て
、切
っ
た
そ
ば
が
見
え
る
。 

エ
レ
ン
「
こ
れ
で
も
や
る
気
？
」 

 
 
 

畑
田
が
不
満
げ
な
顔
で
蕎
麦
を
す
す
る
。 

 

○
（
回
想
）
銀
座
・
俯
瞰
（
夕
） 

 
 
 

ネ
オ
ン
が
ち
ら
ほ
ら
つ
き
始
め
る
。 
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○
（
回
想
）
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
「
栄
華
」・
入
口
（
夕
） 

 
 
 

入
口
に
ネ
オ
ン
が
輝
く
。 

 
 
 

若
い
男
女
が
店
の
中
に
入
っ
て
い
く
。 

 
 
 

店
の
前
を
エ
レ
ン
と
畑
田
が
通
り
か
か
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
足
を
止
め
る
。 

エ
レ
ン
「
ね
え
」 

畑
田
「
い
や
だ
よ
」 

エ
レ
ン
「
何
も
言
っ
て
な
い
け
ど
」 

畑
田
「
俺
は
下
手
な
の
！
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
吹
き
だ
し
笑
い
を
す
る
。 

エ
レ
ン
「
自
分
か
ら
言
う
か
ね
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
笑
う
。 

 
 
 

畑
田
が
ガ
ッ
ク
シ
す
る
。 

エ
レ
ン
「
ほ
ら
！ 

行
く
よ
！
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
畑
田
を
無
理
や
り
連
れ
て
ダ
ン
ス

ホ
ー
ル
の
中
に
入
る
。 

 

○
（
回
想
）
同
・
ホ
ー
ル
内
（
夕
） 

 
 
 

ホ
ー
ル
内
で
は
若
い
男
女
が
組
に
な
っ
て
踊

っ
て
い
る
。 
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エ
レ
ン
と
畑
田
も
踊
る
が
、
畑
田
の
足
取
り

が
悪
い
。 

美
夢
の
声
「
戦
前
に
も
あ
っ
た
ん
で
す
ね
」 

エ
レ
ン
の
声
「
そ
う
。
楽
し
か
っ
た
わ
！
」 

 

○
（
回
想
）
銀
座
の
通
り
・
外
（
夜
） 

 
 
 

通
り
の
店
舗
の
照
明
は
消
え
て
い
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
と
畑
田
が
フ
ラ
フ
ラ
し
て
歩
く
。 

畑
田
「
あ
ー
！ 

う
ま
い
ん
だ
な
、
エ
レ
ン
！
」 

エ
レ
ン
「
ふ
ふ
ん
！ 

で
も
日
本
仕
込
み
よ
」 

畑
田
「
足
、
大
丈
夫
か
？
」 

エ
レ
ン
「
平
気
！ 

平
気
！
」 

 
 
 

エ
レ
ン
と
畑
田
が
笑
い
出
す
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
辺
り
を
伺
う
。 

エ
レ
ン
「
飲
み
た
い
！
」 

畑
田
「
ど
こ
で
？ 

店
は
も
う…

…

」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
笑
っ
て
畑
田
の
手
を
引
く
。 

 

○
（
回
想
）
日
本
通
信
同
盟
ビ
ル
・
外
観
（
夜
） 
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○
（
回
想
）
同
・
事
務
所
・
中
（
夜
） 

 
 
 

中
の
ソ
フ
ァ
ー
に
畑
田
が
座
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
お
盆
に
酒
瓶
と
グ
ラ
ス
を
乗
せ
て

く
る
。 

畑
田
「
お
！
」 

エ
レ
ン
「（
怪
し
い
笑
い
）
若
林
さ
ん
の
」 

畑
田
「
大
丈
夫
か
？
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
机
に
お
盆
を
置
き
、
グ
ラ
ス
に
酒

を
注
ぐ
。 

エ
レ
ン
「
い
い
っ
て
、
い
い
っ
て
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
グ
ラ
ス
を
畑
田
に
差
し
出
す
。 

 
 
 

畑
田
が
笑
っ
て
受
け
取
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
グ
ラ
ス
を
上
げ
る
。 

エ
レ
ン
「
で
は
」 

 
 
 

畑
田
が
グ
ラ
ス
を
上
げ
る
。 

エ
レ
ン
・
畑
田
「
カ
ン
パ
ー
イ
！
」 

 
 
 

二
人
が
グ
ラ
ス
を
交
わ
す
。 

 
 
 

畑
田
が
一
気
に
あ
お
る
。 

畑
田
「
ふ
う
！ 

う
ま
い
！
」 

 
 
 

畑
田
が
グ
ラ
ス
を
エ
レ
ン
に
差
し
出
す
。 
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エ
レ
ン
が
グ
ラ
ス
に
酒
を
注
ぐ
。 

 
 
 

畑
田
が
グ
ラ
ス
の
酒
を
あ
お
る
。 

エ
レ
ン
「
ち
ょ
っ
と
！ 

早
い
わ
よ
！
」 

畑
田
「
そ
う
か
？
」 

エ
レ
ン
「
そ
う
よ…

…

」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
グ
ラ
ス
の
酒
を
一
口
飲
む
。 

エ
レ
ン
「
ね
え
、
今
更
な
ん
だ
け
ど
」 

畑
田
「
何
だ
？
」 

エ
レ
ン
「
何
で
陸
軍
省
に
い
た
の
？
」 

畑
田
「
う
ー
ん…

…

」 

 
 
 

畑
田
が
グ
ラ
ス
を
置
く
。 

エ
レ
ン
「
溜
ま
っ
て
る
ん
で
し
ょ
？ 

不
満
顔
よ
」 

畑
田
「
あ
、
あ
あ
」 

エ
レ
ン
「
な
ら
吐
き
出
さ
な
き
ゃ
！
」 

 
 
 

畑
田
が
苦
笑
い
を
す
る
。 

畑
田
「
平
た
く
言
え
ば
、
海
軍
の
ス
パ
イ
と
し
て
」 

エ
レ
ン
「
陸
軍
の
動
向
を
探
れ
と
」 

 
 
 

畑
田
が
う
な
ず
く
。 

畑
田
「
米
内
閣
下
の
命
令
で
ね
」 

エ
レ
ン
「
あ
れ
？ 

で
も
海
軍
の
服
着
て
た
ら
」 
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畑
田
が
大
笑
い
す
る
。 

畑
田
「
そ
う
！ 

バ
レ
バ
レ
！
」 

エ
レ
ン
「（
笑
い
）
そ
れ
っ
て
さ
」 

畑
田
「
何
だ
？
」 

エ
レ
ン
「
陸
軍
も
海
軍
省
に
？
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
酒
瓶
に
手
を
伸
ば
す
。 

畑
田
「
も
ち
ろ
ん
！ 

だ
か
ら
お
互
い
様
」 

 
 
 

畑
田
が
ソ
フ
ァ
ー
に
乱
暴
に
深
く
座
る
。 

エ
レ
ン「
な
ん
だ
か
狐
と
狸
の
化
か
し
合
い
み
た
い
」 

畑
田
「
ま
あ
、
お
互
い
に
牽
制
は
で
き
た
け
ど
な
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
グ
ラ
ス
に
酒
を
注
ぐ
。 

 
 
 

畑
田
が
グ
ラ
ス
に
手
を
伸
ば
し
、一
口
飲
む
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
怪
訝
な
顔
を
す
る
。 

畑
田
「
何
だ
？
」 

エ
レ
ン
「
何
で
海
軍
に
？
」 

畑
田
「
ん
？
」 

エ
レ
ン「
な
ん
か
、軍
人
っ
ぽ
く
な
い
っ
て
い
う
か
」 

畑
田
「
飯
付
き
、
家
付
き
、
俸
給
付
き
」 

エ
レ
ン
「
へ
？
」 

畑
田
「
俺
は
貧
乏
で
ね
」 
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エ
レ
ン
「
俺
？ 

う
ち
じ
ゃ
な
く
て
？
」 

畑
田
「
鋭
い
ね
。
身
寄
り
無
し
」 

エ
レ
ン
「
ご
、
ご
め
ん…

…

」 

畑
田
「
い
い
よ
。
お
か
げ
で
タ
ダ
の
兵
学
校
に
」 

エ
レ
ン
「
エ
リ
ー
ト
だ
っ
た
ん
だ
！
」 

畑
田
「
今
も
で
す
け
ど
？
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
誤
魔
化
し
笑
い
を
す
る
。 

エ
レ
ン
「
も
し
か
し
た
ら
、
ホ
ン
ト
は
大
学
に
？
」 

 
 
 

畑
田
が
困
っ
た
顔
を
し
て
頭
を
か
く
。 

畑
田
「
負
け
惜
し
み
か
も
し
れ
な
い
け
ど
」 

 
 
 

畑
田
が
グ
ラ
ス
を
机
に
置
く
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
酒
を
注
ぐ
。 

畑
田
「
今
の
政
治
家
や
官
僚
見
て
る
と
」 

エ
レ
ン
「
頼
り
な
い
と
？
」 

 
 
 

畑
田
が
唸
り
声
を
上
げ
る
。 

畑
田「
陛
下
の
ご
意
思
、分
か
っ
て
な
い
ん
じ
ゃ
？
」 

 
 
 

畑
田
が
酒
を
あ
お
る
。 

畑
田
「
な
ら
、
船
で
大
暴
れ
を
と
ね
」 

エ
レ
ン
「
ど
ん
な
船
？
」 

 
 
 

畑
田
が
見
上
げ
る
。 
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畑
田
「
そ
り
ゃ
あ
、
こ
れ
か
ら
は
空
だ
よ
！
」 

エ
レ
ン
「
じ
ゃ
あ
航
空
母
艦
だ
」 

畑
田「
今
に
九
九
式
や
ゼ
ロ
戦
が
空
高
く
舞
う
さ
！
」 

エ
レ
ン
「
大
和
は
？ 

す
ご
い
じ
ゃ
な
い
？
」 

 
 
 

畑
田
が
笑
っ
て
手
を
振
る
。 

畑
田
「
時
代
錯
誤
だ
！ 
あ
ん
な
の
」 

エ
レ
ン
「
ほ
ん
と
、
海
軍
と
は
思
え
ぬ
発
言
」 

畑
田「
戦
艦
バ
カ
は
空
の
恐
ろ
し
さ
、知
ら
ん
の
よ
」 

 
 
 

畑
田
が
テ
ー
ブ
ル
の
グ
ラ
ス
を
見
る
。 

 
 
 

グ
ラ
ス
は
空
っ
ぽ
の
ま
ま
。 

畑
田
「
あ
れ
？
」 

エ
レ
ン
「
そ
ろ
そ
ろ
や
め
と
き
な
」 

 
 
 

畑
田
が
エ
レ
ン
に
身
を
乗
り
出
す
。 

畑
田
「
君
は
な
ん
で
こ
こ
に
？
」 

エ
レ
ン
「
え
？
」 

畑
田
「
君
な
ら
ア
メ
リ
カ
で
も
」 

エ
レ
ン「…

…

中
途
半
端
じ
ゃ
ん
。合
い
の
子
だ
し
」 

畑
田
「
で
も
、
向
こ
う
の
方
が
い
い
仕
事
が
？
」 

エ
レ
ン
「
私
は
一
番
乗
り
が
し
た
い
の
！
」 

 
 
 

畑
田
が
首
を
傾
げ
る
。 
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エ
レ
ン
「
日
本
最
初
の
婦
人
カ
メ
ラ
マ
ン
！
」 

畑
田
「
ア
メ
リ
カ
は
？
」 

エ
レ
ン
「
と
っ
く
の
昔
に
い
ま
す
」 

畑
田
「
そ
っ
か…

…

そ
れ
で
日
本
に
残
っ
た
？
」 

エ
レ
ン
「
え
え
。
そ
れ
に
も
う
一
つ
野
望
が
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
グ
ラ
ス
に
酒
を
注
ぐ
。 

畑
田
「
何
だ
い
？
」 

エ
レ
ン
「（
笑
い
）
秘
密
！
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
グ
ラ
ス
を
あ
お
る
。 

畑
田
「
な
あ
、
も
う
一
杯
く
れ
よ
」 

エ
レ
ン
「
え
ー
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
テ
ー
ブ
ル
を
見
る
。 

 
 
 

グ
ラ
ス
と
酒
瓶
は
空
っ
ぽ
。 

畑
田
「
頼
む
よ…

…

」 

エ
レ
ン
「（
た
め
息
）
し
ょ
う
が
な
い
な
あ
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
立
ち
上
が
り
、
部
屋
を
出
る
。 

 
 
 

畑
田
が
近
く
に
置
い
て
い
る
新
聞
を
見
る
。 

 
 
 

畑
田
が
新
聞
を
手
に
取
り
、
ソ
フ
ァ
ー
に
寝

っ
転
が
っ
て
紙
面
を
見
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
酒
瓶
を
持
っ
て
戻
っ
て
く
る
。 
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畑
田
が
新
聞
を
顔
に
当
て
た
ま
ま
、
寝
息
を

立
て
て
寝
る
。 

エ
レ
ン
「
全
く
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
畑
田
か
ら
新
聞
を
取
る
。 

 

○
（
回
想
）
新
聞
一
面 

 
 
 

一
面
の
見
出
し
に「
三
国
協
定
・
提
携
強
化
」

の
文
字
。 

 
 
 

新
聞
を
め
く
る
と
、
別
の
見
出
し
「
全
政
党

解
党
・
新
体
制
樹
立
へ
邁
進
！
」
の
文
字
。 

 

○
（
回
想
）
日
本
通
信
同
盟
ビ
ル
・
事
務
所
・
中
（
夜
） 

 
 
 

エ
レ
ン
が
苦
い
顔
を
し
て
、新
聞
を
め
く
る
。 

エ
レ
ン
「
お
？
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
新
聞
に
顔
を
近
づ
け
る
。 

 

○
（
回
想
）
新
聞
一
面 

 
 
 

紙
面
に
は
「
皇
紀
二
六
〇
〇
年
・
祝
賀
大
会

迫
る
！
」
の
見
出
し
。 
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○
（
回
想
）
日
本
通
信
同
盟
ビ
ル
・
事
務
所
・
中
（
夜
） 

 
 
 

エ
レ
ン
が
新
聞
を
た
た
ん
で
、
腕
を
組
ん
で

考
え
る
仕
草
を
す
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
デ
ス
ク
に
つ
い
て
、
ぺ
ら
紙
と
ペ

ン
を
取
り
出
し
書
き
始
め
る
。 

 

○
（
回
想
）
同
・
外
観
（
朝
） 

 

○
（
回
想
）
同
・
入
口
・
外
（
朝
） 

 
 
 

上
着
を
脱
い
だ
畑
田
が
ビ
ル
を
仰
ぎ
見
る
。 

 

○
（
回
想
）
同
・
事
務
所
・
中
（
朝
） 

 
 
 

エ
レ
ン
が
デ
ス
ク
に
突
っ
伏
し
て
眠
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
の
体
に
背
広
の
上
着
が
か
け
ら
れ
て

い
る
。 

エ
レ
ン
の
声
「
こ
の
後
、
日
独
伊
の
三
国
軍
事
同
盟

が
成
立
し
た
」 

 

○
元
の
美
澄
高
校
・
地
学
教
室
・
中
（
夕
） 

 
 
 

美
夢
が
黒
板
に
「
日
独
伊
三
国
軍
事
同
盟
」
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と
書
く
。 

エ
レ
ン
「
そ
の
後
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
は
閉
鎖
」 

 
 
 

生
徒
ら
が
「
え
ー
」
と
声
を
上
げ
る
。 

 
 
 

女
子
生
徒
Ｃ
が
手
を
上
げ
る
。 

エ
レ
ン
「
ど
う
ぞ
」 

女
子
生
徒
Ｃ
「
あ
の
、
祝
賀
会
っ
て
？
」 

エ
レ
ン
「
皇
紀
祝
賀
会
の
こ
と
ね
」 

女
子
生
徒
Ｃ
「
は
い
、
こ
れ
っ
て
？
」 

エ
レ
ン
「
こ
れ
は
代
々
の
天
皇
陛
下
が
こ
の
国
を
治

め
て
二
六
〇
〇
年
目
が
こ
の
年
だ
っ
た
の
」 

 
 
 

生
徒
ら
が
驚
き
の
声
を
上
げ
る
。 

エ
レ
ン
「
ま
あ
、
政
府
が
作
っ
た
お
祝
い
だ
か
ら
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
苦
笑
い
を
す
る
。 

美
夢
「
国
の
ム
ー
ド
を
高
め
る
政
策
だ
ね
」 

エ
レ
ン「
そ
こ
で
私
は
野
望
を
叶
え
る
べ
く
企
み
を
」 

美
夢「
も
、も
し
か
し
て
畑
田
さ
ん
と
も
急
接
近
？
」 

 
 
 

チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
。 

エ
レ
ン「
あ
ら
、時
間
。明
日
は
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
！
」 

女
子
生
徒
Ｂ
「
起
立
！
」 

 
 
 

生
徒
達
が
起
立
す
る
。 
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○
美
澄
高
校
・
外
観
（
朝
） 

 
 
 

雨
模
様
。 

 

○
同
・
地
学
教
室
・
中
（
朝
） 

 
 
 

教
壇
に
美
夢
が
立
っ
て
い
る
。 

 
 
 

車
い
す
に
乗
っ
た
エ
レ
ン
が
横
に
い
る
。 

エ
レ
ン
「
で
は
、
い
よ
い
よ
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
」 

女
子
生
徒
Ａ
「
二
人
の
愛
の
行
方
は
！
」 

美
夢
「
こ
ら
！ 

歴
史
総
合
の
補
習
よ
」 

 
 
 

生
徒
ら
が
笑
う
。 

エ
レ
ン
「
皇
紀
祝
賀
会
か
ら
で
す
ね
」 

 
 
 

美
夢
が
「
昭
和
十
五
年
・
秋
」
と
板
書
す
る
。 

エ
レ
ン
「
戦
争
前
の
お
祭
り
騒
ぎ
！
」 

男
子
生
徒
Ｂ
「
お
祭
り
？
」 

エ
レ
ン
「
え
え
。
み
ん
な
飲
ん
だ
わ
よ
ー
」 

 
 
 

生
徒
ら
が
笑
う
。 

エ
レ
ン
「
で
も
、
陛
下
の
声
は
聞
こ
え
な
か
っ
た
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
遠
い
目
を
す
る
。 

 

○
（
回
想
）
ぺ
ら
紙
の
企
画
書
・
表
紙 
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表
紙
に「
皇
国
の
意
志
を
問
う
！
」の
文
字
。 

 

○
（
回
想
）
日
本
通
信
同
盟
ビ
ル
・
事
務
所
・
中 

 
 
 

若
林（
５２
）が
ぺ
ら
紙
を
持
っ
て
頭
を
か
く
。 

 
 
 

エ
レ
ン
（
２５
）
が
若
林
の
前
に
立
つ
。 

若
林
「
何
が
し
た
い
？ 
エ
レ
ン
」 

エ
レ
ン「…

…

陛
下
の
本
心
を
知
り
た
い
ん
で
す
！
」 

 
 
 

若
林
が
小
さ
く
顔
を
横
に
振
る
。 

エ
レ
ン
「
ど
う
し
て
ダ
メ
な
ん
で
す
！
」 

若
林
「
君
の
立
場
、
考
え
ろ
！
」 

エ
レ
ン
「
新
聞
記
者
で
す
！
」 

若
林「
じ
ゃ
あ
聞
く
が
、誰
に
取
材
を
す
る
ん
だ
？
」 

エ
レ
ン
「
そ
り
ゃ
あ
、
陛
下
の
忠
臣
で
す
か
ら
」 

若
林
「
総
理
に
閣
僚
だ
ろ
？
」 

エ
レ
ン
「
は
い
」 

若
林
「
官
邸
は
出
禁
だ
。
陸
軍
に
は
睨
ま
れ
て
る
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
渋
い
顔
を
す
る
。 

若
林
「…
…

海
軍
も
守
り
切
れ
な
い
ぞ
！
」 

エ
レ
ン
「
な
ら
死
刑
覚
悟
で
陛
下
に
直
接
！
」 

 
 
 

若
林
が
深
く
た
め
息
を
つ
く
。 
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若
林
「…

…

君
は
日
本
が
好
き
か
？
」 

エ
レ
ン
「
は
っ
？ 

何
を
い
ま
さ
ら
」 

若
林
「
な
ら…

…

今
は
じ
っ
と
し
て
ろ
」 

エ
レ
ン
「
嫌
で
す
！ 

こ
れ
は
や
り
ま
す
！
」 

若
林
「
な
ら
条
件
を
出
そ
う
」 

エ
レ
ン
「
ど
う
ぞ
ど
う
ぞ
」 

若
林
「
も
し
陛
下
の
本
心
が
聞
け
な
け
れ
ば
」 

 
 
 

若
林
が
エ
レ
ン
に
顔
を
近
づ
け
る
。 

若
林
「
君
は
親
の
い
る
ア
メ
リ
カ
に
帰
れ
！
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
真
っ
赤
に
な
っ
て
怒
り
の
表
情
に

な
る
。 

エ
レ
ン
「
上
等
だ
！ 

必
ず
持
っ
て
き
て
や
る
！
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
カ
メ
ラ
バ
ッ
グ
を
持
っ
て
部
屋
を

出
る
。 

 
 
 

若
林
が
エ
レ
ン
を
見
送
り
、た
め
息
を
つ
く
。 

 

○
（
回
想
）
上
野
動
物
園
・
外
観
（
夕
） 

 

○
（
回
想
）
同
・
ゾ
ウ
の
広
場
・
外
（
夕
） 

 
 
 

ゾ
ウ
の
柵
の
前
で
エ
レ
ン
が
た
そ
が
れ
る
。 
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ゾ
ウ
は
広
場
の
中
央
で
横
に
な
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
カ
メ
ラ
を
ゾ
ウ
に
向
け
る
。 

エ
レ
ン
「
動
け
よ
ー
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
柵
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
。 

畑
田
の
声
「
こ
ら
こ
ら
こ
ら
！
」 

 
 
 

畑
田
の
手
が
エ
レ
ン
の
首
根
っ
こ
を
掴
む
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
振
り
返
る
。 

 
 
 

背
広
姿
の
畑
田
（
２５
）
が
立
っ
て
い
る
。 

畑
田
「
若
林
さ
ん
と
や
り
合
っ
た
っ
て
？
」 

エ
レ
ン
「
何
よ
。
笑
い
に
来
た
の
？
」 

畑
田
「
そ
う
い
う
つ
も
り
は
な
い
よ
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
畑
田
の
手
を
振
り
払
う
。 

エ
レ
ン「
な
ん
で
こ
こ
に
い
る
っ
て
分
か
っ
た
の
？
」 

畑
田
「
い
や
、
ま
あ
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
ジ
ト
目
で
畑
田
を
見
る
。 

エ
レ
ン
「…

…

尾
行
ね
」 

 
 
 

畑
田
が
苦
笑
い
を
す
る
。 

エ
レ
ン「
そ
れ
じ
ゃ
、事
の
顛
末
も
知
っ
て
る
よ
ね
？
」 

畑
田
「
首
相
か
ら
大
臣
か
ら
全
部
断
ら
れ
た
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
小
さ
く
う
な
ず
く
。 
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畑
田
「…

…

ち
ょ
っ
と
は
頼
っ
て
く
れ
よ
」 

エ
レ
ン
「
あ
ん
た
の
貸
し
は
高
く
つ
く
の
よ
！
」 

畑
田「
な
ら
、山
本
司
令
の
取
材
は
断
っ
て
い
い
な
？
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
驚
い
た
顔
を
畑
田
に
向
け
る
。 

 
 
 

畑
田
が
う
な
ず
く
。 

エ
レ
ン
「…

…

い
い
の
？ 

何
か
下
心
が
？
」 

畑
田
「
無
い
よ
！ 

断
っ
て
も
い
い
ん
だ
ぞ
！
」 

エ
レ
ン
「
ご
め
ん
、
ご
め
ん
！ 
で
、
ど
こ
で
？
」 

畑
田
「
そ
れ
が
ね…

…

」 

 
 
 

畑
田
が
頭
を
か
く
。 

 

○
（
回
想
）
浅
草
浅
草
寺
・
外
観
（
夜
） 

 

○
（
回
想
）
神
谷
ビ
ル
・
外
観
（
夜
） 

 
 
 

三
階
建
て
の
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
。 

 

○
（
回
想
）
同
・
店
内
（
夜
） 

 
 
 

テ
ー
ブ
ル
席
が
並
ぶ
店
内
。 

 
 
 

店
内
は
や
や
混
ん
で
い
る
。 

 
 
 

奥
に
エ
レ
ン
と
畑
田
が
座
る
。 
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山
本
の
声
「
よ
う
！ 

お
待
た
せ
」 

 
 
 

背
広
姿
の
山
本
五
十
六
（
５６
）
が
エ
レ
ン
ら

に
や
っ
て
く
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
と
畑
田
が
立
ち
上
が
る
。 

エ
レ
ン
と
畑
田
が
深
々
と
頭
を
下
げ
る
。 

山
本
「
い
い
っ
て
。
さ
あ
」 

畑
田
「
こ
ち
ら
へ
ど
う
ぞ
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
山
本
を
上
座
に
案
内
す
る
。 

 
 
 

山
本
が
座
り
、
エ
レ
ン
と
畑
田
も
座
る
。 

 

○
（
回
想
）
神
谷
ビ
ル
前
の
通
り
・
外
（
夜
） 

 
 
 

酔
っ
ぱ
ら
い
の
男
性
二
人
が
肩
を
組
み
「
愛

国
行
進
曲
」
を
荒
々
し
く
歌
う
。 

 

○
（
回
想
）
神
谷
バ
ー
・
店
内
（
夜
） 

 
 
 

山
本
が
笑
う
。 

山
本
「
そ
う
か
。
陛
下
の
お
心
を
ね…

…

」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
グ
ラ
ス
を
あ
お
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
の
顔
は
赤
い
。 

エ
レ
ン「
今
の
日
本
を
、陛
下
は
望
ん
で
い
る
の
か
」 
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エ
レ
ン
の
隣
の
畑
田
が
呆
れ
た
顔
を
す
る
。 

山
本
「
君
は
陛
下
を
ど
う
思
う
ん
だ
い
？
」 

エ
レ
ン
「
神
様
な
ん
で
し
ょ
う
け
ど…

…

」 

畑
田
「
何
だ
？
」 

エ
レ
ン
「
リ
ア
リ
ス
ト
の
は
ず
で
す
」 

山
本
「
お
！ 

何
だ
い
、
そ
り
ゃ
？
」 

 
 
 

山
本
が
身
を
乗
り
出
す
。 

エ
レ
ン「
陛
下
は
昔
、英
国
に
視
察
に
行
っ
て
ま
す
」 

山
本
「
う
ん
」 

エ
レ
ン
「
あ
の
国
力
を
知
る
神
様
が
、
戦
を
す
る
で

あ
ろ
う
か
と…

…

」 

 
 
 

山
本
が
笑
い
な
が
ら
う
な
ず
く
。 

山
本
「
う
ん
。
俺
も
そ
う
だ
。
そ
う
思
う
」 

 
 
 

畑
田
が
感
心
し
た
顔
を
エ
レ
ン
に
向
け
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
勝
ち
誇
っ
た
顔
を
す
る
。 

畑
田
「
長
官
も
イ
ギ
リ
ス
に
行
っ
て
ま
し
た
よ
ね
」 

 
 
 

山
本
が
う
な
ず
く
。 

山
本「
と
こ
ろ
で
、俺
に
何
を
聞
き
た
い
ん
だ
い
？
」 

エ
レ
ン
「
ま…

…

万
一
で
す
よ
」 

山
本
「
ん
？
」 
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エ
レ
ン
「
米
英
と
一
戦
と
な
り
そ
う
な
と
き
」 

山
本
「
あ
あ
。
ま
あ
、
作
戦
の
立
案
は
俺
だ
な
」 

エ
レ
ン
「
あ
、
い
や…

…

」 

畑
田
「
何
だ
よ
」 

エ
レ
ン
「
陛
下
に
も
作
戦
の
説
明
を
？
」 

 
 
 

山
本
が
う
な
ず
く
。 

山
本
「
陛
下
は
お
納
得
な
さ
れ
ん
だ
ろ
う
が…

…

」 

 
 
 

山
本
が
グ
ラ
ス
を
あ
お
る
。 

山
本
「
嫌
だ
が
、
俺
も
軍
人
だ
！
」 

エ
レ
ン
「
へ
っ
？
」 

山
本
「
や
れ
と
言
わ
れ
れ
ば
、
や
る
だ
け
だ
」 

 
 
 

山
本
が
寂
し
そ
う
な
顔
を
す
る
。 

山
本
「
陛
下
が
納
得
さ
れ
ん
で
も
」 

畑
田
「
御
前
会
議
で
決
定
さ
れ
れ
ば…

…

」 

 
 
 

山
本
が
小
さ
く
う
な
ず
く
。 

山
本「
さ
あ
さ
あ
！ 

楽
し
く
飲
も
う
よ
！ 

な
？
」 

エ
レ
ン
「
こ
う
な
り
ゃ
、
や
け
だ
！
」 

 
 
 

畑
田
が
苦
笑
い
を
す
る
。 

 

○
（
回
想
）
同
・
店
先
・
外
（
夜
） 
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店
か
ら
千
鳥
足
の
エ
レ
ン
と
そ
れ
を
支
え
る

畑
田
が
出
て
く
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
は
上
機
嫌
の
様
子
。 

 
 
 

後
ろ
か
ら
山
本
が
出
て
く
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
畑
田
に
寄
り
か
か
る
。 

畑
田
「
お
、
お
い
！ 
ち
ゃ
ん
と
立
て
！
」 

 
 
 

山
本
が
エ
レ
ン
と
畑
田
を
見
て
微
笑
む
。 

山
本
「
畑
田
」 

畑
田
「
は
い
？
」 

山
本
「
こ
の
娘
は
思
っ
た
以
上
に
手
強
い
ぞ
」 

畑
田
「
は
い
？
」 

山
本
「
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
よ
り
も
大
変
だ
！
」 

 
 
 

畑
田
が
苦
笑
い
を
す
る
。 

エ
レ
ン
「（
酔
い
口
調
）
何
よ
！ 

失
礼
な
！
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
畑
田
を
足
蹴
り
す
る
。 

 
 
 

山
本
が
二
人
を
笑
顔
で
眺
め
る
。 

山
本
「
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
ち
ゃ
ん
と
送
れ
よ
」 

畑
田
「
は
っ
！
」 

 
 
 

畑
田
が
敬
礼
す
る
。 

エ
レ
ン
「
で
は
長
官
！
」 
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エ
レ
ン
が
不
格
好
な
敬
礼
を
す
る
。 

 
 
 

山
本
が
笑
顔
で
手
を
振
っ
て
エ
レ
ン
と
畑
田

か
ら
離
れ
る
。 

 
 
 

畑
田
が
山
本
の
背
中
を
見
送
る
。 

エ
レ
ン
「（
酔
い
口
調
）
お
ん
ぶ
！
」 

 
 
 

畑
田
が
頭
を
抱
え
て
た
め
息
を
つ
く
。 

畑
田
「
あ
ー
、
ほ
れ
！
」 

 
 
 

畑
田
が
エ
レ
ン
を
お
ん
ぶ
す
る
。 

 

○
（
回
想
）
皇
居
沿
い
の
堀
の
通
り
・
外
（
夜
） 

 
 
 

通
り
は
閑
散
と
し
て
い
る
。 

 
 
 

畑
田
が
エ
レ
ン
を
背
負
っ
て
歩
く
。 

 
 
 

エ
レ
ン
は
酔
っ
て
上
機
嫌
な
様
子
。 

 
 
 

畑
田
が
足
を
止
め
、
皇
居
を
見
る
。 

エ
レ
ン
「
ど
し
た
？
」 

 
 
 

畑
田
が
エ
レ
ン
に
振
り
返
る
。 

畑
田
「
あ
の
中
」 

エ
レ
ン
「
ん
？
」 

畑
田
「
入
り
た
い
か
？
」 

エ
レ
ン
「
そ
り
ゃ
あ
！ 

ぜ
ひ
陛
下
の
お
声
を
！
」 
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畑
田
が
苦
笑
い
を
す
る
。 

エ
レ
ン
「
ど
し
た
の
？ 

急
に
？
」 

畑
田
「
い
や
、
俺
も
聞
い
て
み
た
い
な
と
」 

エ
レ
ン
「
あ
ら
！ 

ど
う
し
た
の
？
」 

畑
田
「
エ
レ
ン
の
い
う
通
り
」 

エ
レ
ン
「
ん
？
」 

畑
田
「
陛
下
の
お
気
持
ち
が
見
え
て
こ
な
い
」 

 
 
 

畑
田
が
さ
め
た
笑
い
を
す
る
。 

畑
田
「
わ
り
い
。
ち
ょ
っ
と
休
憩
」 

 
 
 

畑
田
が
エ
レ
ン
を
降
ろ
す
。 

 
 
 

畑
田
が
そ
の
場
に
座
り
、
皇
居
を
見
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
隣
に
座
る
。 

エ
レ
ン
「
ど
う
し
た
の
よ
？ 

急
に
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
畑
田
の
肩
を
叩
く
。 

畑
田
「
長
官
っ
て
」 

エ
レ
ン
「
う
ん
？
」 

畑
田
「
下
戸
で
有
名
な
ん
だ
よ
」 

エ
レ
ン
「
え
！
」 

畑
田
「…

…

な
ん
か
、
あ
っ
た
ん
か
な
あ
と
」 

エ
レ
ン
「
何
が
あ
っ
た
と
思
う
？
」 
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畑
田
「
多
分…

…

作
戦
の
立
案
」 

エ
レ
ン
「…

…

ア
メ
リ
カ
と
？
」 

 
 
 

畑
田
が
小
さ
く
う
な
ず
く
。 

 
 
 

畑
田
が
真
顔
で
エ
レ
ン
を
見
る
。 

畑
田「
エ
レ
ン
。雑
感
な
ら
こ
れ
で
書
け
る
ん
じ
ゃ
？
」 

エ
レ
ン
「
だ
め
よ
。
全
然
核
心
に
迫
っ
て
な
い
」 

畑
田
「
な
ら
、
ア
メ
リ
カ
に
帰
る
か
い
？
」 

エ
レ
ン
「
な
！
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
怒
り
の
表
情
を
す
る
。 

エ
レ
ン
「（
大
声
）
帰
る
っ
て
、
私
は
日
本
人
よ
！
」 

 
 
 

畑
田
が
慌
て
て
エ
レ
ン
の
口
を
手
で
塞
ぐ
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
畑
田
の
手
を
剥
が
そ
う
と
す
る
。 

エ
レ
ン
「（
大
声
）
私
は
日
本
で
学
ん
だ
の
！
」 

畑
田
「
わ
り
い
！ 

静
か
に
」 

エ
レ
ン
「（
大
声
）
私
の
居
場
所
は
こ
こ
な
の
！
」 

畑
田
「
静
か
に
っ
て
！
」 

エ
レ
ン
「（
大
声
）
私
は
！ 

私
の
心
は
！
」 

 
 
 

畑
田
が
エ
レ
ン
に
口
づ
け
を
す
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
の
動
き
が
止
ま
る
。 

 
 
 

畑
田
が
エ
レ
ン
の
口
か
ら
離
れ
る
。 
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エ
レ
ン
が
顔
を
真
っ
赤
に
す
る
。 

エ
レ
ン
「
な
！ 

何
す
ん
の
よ
！
」 

畑
田
「
君
の
心
は
？
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
口
を
開
け
る
が
、
閉
じ
る
。 

畑
田
「…

…

分
か
っ
た
よ
。
お
礼
に
中
へ
」 

エ
レ
ン
「
ど
こ
の
？
」 

畑
田
「
あ
の
奥
へ
、
一
緒
に
」 

 
 
 

畑
田
が
皇
居
を
見
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
も
見
る
。 

エ
レ
ン
の
声
「
話
は
決
ま
っ
た
」 

 

○
元
の
美
澄
高
校
・
地
学
教
室
・
中
（
夕
） 

 
 
 

生
徒
ら
の
視
線
が
エ
レ
ン
に
集
中
す
る
。 

女
子
生
徒
Ａ
「
ダ
イ
タ
ン
！
」 

女
子
生
徒
Ｂ
「
そ
れ
、
死
語
」 

 
 
 

生
徒
ら
が
笑
う
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
微
笑
む
。 

エ
レ
ン
「
多
分
、
あ
い
つ
は
察
し
た
の
よ
」 

男
子
生
徒
Ｂ
「
察
し
た
？
」 

エ
レ
ン「
ア
メ
リ
カ
と
の
戦
争
が
目
の
前
だ
と…

…

」 
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エ
レ
ン
が
窓
の
方
を
遠
い
目
で
見
る
。 

 
 
 

遠
く
か
ら
雷
鳴
が
聞
こ
え
る
。 

 
 
 

生
徒
が
エ
レ
ン
の
顔
を
怪
訝
に
見
る
。 

 
 
 

チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
。 

 
 
 

美
夢
が
腕
時
計
を
見
る
。 

美
夢
「
あ…

…

」 

 
 
 

エ
レ
ン
も
腕
時
計
を
見
る
。 

エ
レ
ン
「
あ
ら…

…

時
間
」 

美
夢
「
う
ー
ん
、
ど
う
し
ま
し
ょ
？
」 

 
 
 

エ
レ
ン
と
美
夢
が
生
徒
の
方
を
見
る
。 

 
 
 

生
徒
ら
が
恨
め
し
そ
う
に
エ
レ
ン
ら
を
見
る
。 

エ
レ
ン
「
ま
あ
、
こ
こ
で
終
わ
る
と
」 

 
 
 

雨
が
降
り
出
す
音
。 

金
村
の
声
「
提
案
が
あ
り
ま
す
」 

 
 
 

金
村
が
手
を
上
げ
る
。 

美
夢
「
ど
う
ぞ
」 

金
村
「
ぜ
ひ
続
き
を
！
」 

 
 
 

生
徒
ら
が
賛
同
の
声
を
上
げ
る
。 

エ
レ
ン
「
い
い
か
し
ら
？
」 

美
夢
「（
笑
い
）
金
村
く
ん
が
言
う
の
な
ら
」 
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エ
レ
ン
が
う
な
ず
く
。 

エ
レ
ン
「
あ
の
日
か
ら
数
日
後
に…

…

」 

 
 
 

黒
電
話
の
鳴
る
音
。 

 

○
（
回
想
）
日
本
通
信
同
盟
ビ
ル
・
事
務
所
・
中 

 
 
 

エ
レ
ン
（
２５
）
が
デ
ス
ク
で
カ
メ
ラ
を
磨
い

て
い
る
。 

 
 
 

奥
の
机
で
若
林
（
５２
）
が
電
話
を
受
け
る
。 

若
林
「
エ
レ
ン
」 

 
 
 

若
林
が
受
話
器
を
エ
レ
ン
に
差
し
出
す
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
立
ち
上
が
り
受
話
器
を
受
け
取
る
。 

エ
レ
ン
の
声
「
あ
い
つ
か
ら
だ
っ
た
」 

美
夢
の
声
「
ど
ん
な
内
容
だ
っ
た
ん
で
す
？
」 

エ
レ
ン
の
声
「
枢
密
院
へ
出
頭
せ
よ
と
」 

男
子
生
徒
の
声
「
枢
密
院
？
」 

 

○
（
回
想
）
皇
居
・
堀
沿
い
の
道
路
・
外
（
夕
） 

 
 
 

雨
模
様
。 

 
 
 

黒
塗
り
の
自
動
車
が
走
っ
て
く
る
。 

エ
レ
ン
の
声
「
天
皇
陛
下
の
諮
問
機
関
」 
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美
夢
の
声「
陛
下
が
国
政
に
つ
い
て
質
問
す
る
所
よ
」 

エ
レ
ン
の
声
「
そ
し
て
、
そ
こ
は
皇
居
の
中
」 

 

○
（
回
想
）
走
行
中
の
自
動
車
内
（
夕
） 

 
 
 

エ
レ
ン
と
畑
田
（
２５
）が
後
部
座
席
に
座
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
は
正
装
、
畑
田
は
モ
ー
ニ
ン
グ
を
着

て
い
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
の
膝
に
は
カ
メ
ラ
バ
ッ
グ
が
置
か
れ

て
い
る
。 

 
 
 

畑
田
の
膝
に
は
小
さ
め
の
木
箱
が
二
つ
置
か

れ
て
い
る
。 

 
 
 

畑
田
が
エ
レ
ン
を
見
る
。 

エ
レ
ン
「
何
？
」 

畑
田
「
い
や
、
ま
と
も
な
恰
好
で
ほ
っ
と
し
た
」 

エ
レ
ン
「
そ
れ
く
ら
い
の
常
識
は
持
っ
て
ま
す
！
」 

畑
田
「
い
や
、
失
敬
」 

エ
レ
ン
「
と
こ
ろ
で
枢
密
院
の
誰
に
会
う
の
？
」 

畑
田
「
鈴
木
貫
太
郎
。
副
議
長
し
て
る
」 

エ
レ
ン
「
海
軍
の
出
？
」 

畑
田
「
あ
あ
」 
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エ
レ
ン
「
っ
て
こ
と
は
、
ツ
テ
？
」 

畑
田
「
当
然
。
米
内
閣
下
に
無
理
言
っ
て
」 

エ
レ
ン
「
や
る
じ
ゃ
ん
！ 

米
内
」 

畑
田
「
閣
下
つ
け
ろ
」 

運
転
手
の
声
「
門
に
入
り
ま
す
」 

 
 
 

エ
レ
ン
と
畑
田
が
前
を
見
る
。 

 

○
（
回
想
）
皇
居
・
桔
梗
門
・
外
（
夕
） 

 
 
 

黒
塗
り
の
自
動
車
が
門
を
く
ぐ
る
。 

 

○
（
回
想
）
枢
密
院
・
外
観
（
夕
） 

 

○
（
回
想
）
同
・
応
接
室
・
中
（
夕
） 

 
 
 

枢
密
院
職
員
が
入
っ
て
く
る
。 

 
 
 

そ
の
後
に
エ
レ
ン
と
畑
田
が
つ
い
て
入
る
。 

枢
密
院
職
員
「
こ
ち
ら
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
」 

エ
レ
ン
・
畑
田
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

 
 
 

枢
密
院
職
員
が
出
て
い
く
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
部
屋
の
窓
に
向
か
う
。 

 
 
 

畑
田
が
窓
に
近
づ
き
外
を
指
さ
す
。 
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畑
田
「
こ
っ
ち
は
皇
宮
警
察
」 

 
 
 

畑
田
が
別
の
方
を
指
さ
す
。 

畑
田
「
ん
で
、
あ
っ
ち
は
近
衛
師
団
」 

 
 
 

隊
列
が
行
進
す
る
足
音
が
聞
こ
え
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
音
の
方
に
顔
を
向
け
る
。 

 
 
 

兵
が
行
進
す
る
の
が
見
え
る
。 

畑
田
「
下
手
な
こ
と
す
れ
ば
」 

エ
レ
ン
「
ズ
ド
ン…

…

か
」 

畑
田
「
ク
ー
デ
タ
ー
以
来
、
気
が
立
っ
て
る
の
よ
」 

 
 
 

畑
田
が
ソ
フ
ァ
ー
に
戻
る
。 

畑
田
「
ま
、
変
な
こ
と
は
し
な
さ
ん
な
」 

エ
レ
ン
「
ち
ょ
っ
と
！
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
畑
田
に
近
づ
く
。 

エ
レ
ン
「
お
礼
は
！
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
顔
を
赤
く
し
て
唇
を
指
さ
す
。 

 
 
 

畑
田
が
苦
笑
い
を
す
る
。 

畑
田
「
中
に
入
る
と
し
か
言
っ
て
い
な
い
」 

エ
レ
ン
「
な
っ
！
」 

畑
田
「
嘘
は
言
っ
て
ま
せ
ん
よ
」 

 
 
 

畑
田
が
ニ
ヤ
ニ
ヤ
笑
う
。 
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エ
レ
ン
が
拳
を
上
げ
る
。 

 
 
 

畑
田
が
両
手
で
エ
レ
ン
を
な
だ
め
る
。 

畑
田
「
ち
ゃ
ん
と
策
は
あ
る
っ
て
ば
」 

エ
レ
ン
「
全
く
」 

畑
田
「
そ
れ
と
」 

エ
レ
ン
「
何
よ
？
」 

畑
田
「
鈴
木
さ
ん
に
婚
約
者
の
紹
介
と
言
っ
て
る
」 

エ
レ
ン
「（
大
声
）
は
？
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
顔
を
真
っ
赤
に
し
て
怒
り
の
表
情
。 

畑
田
「
あ
れ
と
合
わ
せ
て
の
策
だ
！
」 

 
 
 

畑
田
が
テ
ー
ブ
ル
に
あ
る
二
つ
の
木
箱
を
指

さ
す
。 

畑
田
「
い
い
酒
だ
け
ど
、
エ
レ
ン
は
飲
む
な
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
不
満
げ
に
う
な
ず
く
。 

畑
田
「
あ
と
、
話
合
わ
せ
ろ
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
う
な
ず
く
。 

 
 
 

ド
ア
が
ノ
ッ
ク
す
る
音
。 

枢
密
院
職
員
の
声
「
失
礼
し
ま
す
」 

 
 
 

ド
ア
が
開
き
、
枢
密
院
職
員
と
鈴
木
貫
太
郎

(

７２)

が
入
っ
て
く
る
。 
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エ
レ
ン
と
畑
田
が
鈴
木
に
頭
を
下
げ
る
。 

鈴
木
「
い
い
よ
。
楽
に
な
さ
い
」 

 
 
 

エ
レ
ン
と
畑
田
が
頭
を
上
げ
る
。 

鈴
木
「
君
は
い
い
よ
」 

枢
密
院
職
員
「
は
い
？
」 

 
 
 

枢
密
院
職
員
が
訝
し
げ
な
顔
を
す
る
。 

 
 
 

鈴
木
が
枢
密
院
職
員
に
耳
打
ち
す
る
。 

鈴
木「（
大
声
）海
軍
の
人
間
だ
！ 
心
配
い
ら
ん
！
」 

 
 
 

枢
密
院
職
員
が
耳
を
塞
ぎ
、
部
屋
を
出
る
。 

 
 
 

鈴
木
が
畑
田
を
見
る
。 

鈴
木
「
す
ま
ん
な
！ 

家
に
帰
れ
な
く
て
」 

畑
田
「
い
え
、
い
ろ
い
ろ
微
妙
な
時
局
で
す
か
ら
」 

 
 
 

鈴
木
が
静
か
に
笑
い
う
な
ず
く
。 

畑
田
「
え
っ
と
、
婚
約
者
で
す
」 

エ
レ
ン
「
鈴
峰
エ
レ
ン
で
す
！
」 

 
 
 

鈴
木
が
笑
う
。 

鈴
木
「
な
る
ほ
ど
。
面
白
そ
う
な
子
だ
」 

 
 
 

鈴
木
が
手
で
ソ
フ
ァ
ー
に
促
す
。 

 
 
 

エ
レ
ン
、畑
田
、鈴
木
が
ソ
フ
ァ
ー
に
座
る
。 

畑
田
「
手
ぶ
ら
で
は
何
で
す
の
で…

…

」 
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畑
田
が
二
つ
の
木
箱
の
ふ
た
を
開
け
る
。 

 
 
 

鈴
木
が
箱
を
覗
き
込
ん
で
笑
う
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
横
か
ら
見
る
。 

鈴
木
「
良
く
手
に
入
っ
た
な
」 

 
 
 

鈴
木
が
箱
か
ら
葉
巻
を
手
に
す
る
。 

畑
田
「
こ
れ
は
、
山
本
大
将
か
ら
」 

 
 
 

畑
田
が
別
の
箱
か
ら
酒
瓶
を
取
り
出
す
。 

鈴
木
「
そ
う
か
、
あ
い
つ
飲
ま
ん
か
ら
な
」 

 
 
 

鈴
木
が
満
足
な
顔
を
し
て
酒
瓶
を
取
る
。 

 

○
（
回
想
）
同
・
外
観
（
夕
） 

 
 
 

建
物
に
明
り
が
灯
る
。 

 

○
（
回
想
）
同
・
応
接
室
・
中
（
夕
） 

 
 
 

エ
レ
ン
、
畑
田
、
鈴
木
が
楽
に
し
て
座
る
。 

 
 
 

鈴
木
は
上
着
を
脱
ぎ
、
グ
ラ
ス
を
あ
お
る
。 

 
 
 

机
に
は
灰
皿
と
火
の
つ
い
た
葉
巻
が
あ
る
。 

 
 
 

鈴
木
の
顔
は
赤
い
。 

鈴
木
「
な
あ
、
エ
レ
ン
さ
ん
」 

エ
レ
ン
「
は
い
」 
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鈴
木
「
こ
い
つ
な
、
兵
学
校
で
睨
ま
れ
た
ん
だ
」 

畑
田
「
や
め
て
く
だ
さ
い
よ
」 

鈴
木
「
兵
学
校
で
『
大
和
は
時
代
遅
れ
だ
！
』
っ
て
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
笑
う
。 

鈴
木
「
国
の
名
誉
を
汚
す
発
言
だ
」 

畑
田
「
事
実
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」 

 
 
 

鈴
木
が
手
で
畑
田
を
制
す
。 

鈴
木
「
火
消
し
に
大
変
だ
っ
た
ん
だ
ぞ
」 

エ
レ
ン
「
よ
く
退
学
に
な
ら
ず
に…

…
」 

鈴
木
「
ま
あ
、
こ
い
つ
の
生
ま
れ
が
な
、
こ
こ
の
」 

畑
田
「
閣
下
、
そ
れ
は…

…

」 

 
 
 

鈴
木
が
畑
田
を
見
て
、
小
さ
く
う
な
ず
く
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
怪
訝
な
顔
を
す
る
。 

鈴
木
「
い
や
、
ま
あ
米
内
や
山
本
が
か
ば
っ
て
な
」 

畑
田
「
お
か
げ
で
艦
隊
勤
務
か
ら
外
れ
ま
し
た
」 

 
 
 

鈴
木
が
う
な
ず
く
。 

鈴
木
「
で
も
、
助
か
っ
た
」 

畑
田
「
助
か
っ
た
？
」 

エ
レ
ン
「
そ
れ
っ
て
陸
軍
省
へ
の
？
」 

 
 
 

鈴
木
が
大
き
く
う
な
ず
く
。 
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鈴
木
「
君
が
陸
軍
で
邪
魔
し
な
か
っ
た
ら
」 

エ
レ
ン
「
も
っ
と
早
く
同
盟
が
？
」 

 
 
 

鈴
木
が
う
な
ず
く
。 

鈴
木
「
急
に
悪
く
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
」 

 
 
 

鈴
木
が
エ
レ
ン
を
見
る
。 

鈴
木
「
エ
レ
ン
さ
ん
！
」 

エ
レ
ン
「
は
、
は
い
」 

鈴
木
「
こ
い
つ
は
エ
ー
男
よ
！ 
頼
ん
ま
す
！
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
笑
っ
て
う
な
ず
く
。 

エ
レ
ン
「
は
い
！
」 

 
 
 

鈴
木
が
畑
田
を
見
る
。 

鈴
木
「
畑
田
！ 

守
っ
て
や
れ
よ
！
」 

畑
田
「
は
っ
！ 

は
い
！
」 

鈴
木
「（
ご
機
嫌
に
）
久
々
に
、
い
い
気
分
だ
ー
」 

 
 
 

鈴
木
が
グ
ラ
ス
を
置
き
、
ソ
フ
ァ
ー
に
横
に

な
る
。 

畑
田
「
鈴
木
閣
下
」 

 
 
 

畑
田
が
立
ち
上
が
り
鈴
木
に
近
づ
く
。 

畑
田
「
閣
下
、
風
邪
ひ
き
ま
す
か
ら
」 

 
 
 

鈴
木
が
振
り
払
い
、
い
び
き
を
か
く
。 
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畑
田
「
閣
下
、
閣
下
！
」 

 
 
 

畑
田
が
鈴
木
を
揺
さ
ぶ
る
。 

 
 
 

鈴
木
が
眠
っ
た
ま
ま
寝
息
を
た
て
る
。 

 
 
 

畑
田
が
腕
時
計
を
見
る
。 

畑
田
「
一
時
間
か…

…

ち
ょ
っ
と
か
か
っ
た
な
」 

エ
レ
ン
「
え
？
」 

 
 
 

畑
田
が
エ
レ
ン
に
笑
顔
を
見
せ
る
。 

畑
田
「
強
め
の
酒
だ
っ
た
か
ら
な
。
高
く
つ
い
た
」 

エ
レ
ン
「（
笑
い
）
自
腹
だ
っ
た
ん
だ
」 

畑
田
「
大
和
よ
り
、
い
い
値
段
か
も
」 

エ
レ
ン
「（
笑
い
）
そ
れ
よ
り
大
丈
夫
？
」 

畑
田
「
い
い
だ
ろ
」 

 
 
 

畑
田
が
応
接
室
の
机
を
漁
る
。 

畑
田
「
あ
っ
た
」 

 
 
 

畑
田
が
小
さ
な
紙
を
取
り
出
す
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
横
か
ら
紙
を
見
る
。 

エ
レ
ン
「（
小
声
）
地
図
だ
！
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
カ
メ
ラ
バ
ッ
グ
を
肩
か
ら
下
げ
る
。 

エ
レ
ン
「
行
こ
う
！
」 

畑
田
「
お
う
！
」 
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エ
レ
ン
と
畑
田
が
部
屋
を
出
る
。 

 

○
（
回
想
）
同
・
正
面
入
口
・
外
（
夕
） 

 
 
 

雨
は
や
ん
で
い
る
。 

 
 
 

入
口
か
ら
エ
レ
ン
が
そ
っ
と
顔
を
出
す
。 

 
 
 

畑
田
が
エ
レ
ン
の
肩
を
叩
く
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
驚
く
仕
草
を
し
て
畑
田
を
見
る
。 

畑
田
「
堂
々
と
し
て
ろ
」 

エ
レ
ン
「
そ
ん
な
こ
と
し
た
ら
」 

畑
田
「
大
丈
夫
だ
か
ら
」 

 
 
 

畑
田
が
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
リ
ボ
ン
を
取
り
出
す
。 

 
 
 

畑
田
が
エ
レ
ン
の
胸
に
リ
ボ
ン
を
つ
け
る
。 

畑
田
「
阿
部
さ
ん
の
時
と
同
じ
や
り
方
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
笑
っ
て
う
な
ず
く
。 

畑
田
「
も
し
人
に
出
く
わ
し
た
ら
」 

エ
レ
ン
「
分
か
っ
た
。
任
せ
て
！
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
バ
ッ
グ
か
ら
洋
書
を
取
り
出
す
。 

 
 
 

畑
田
が
表
紙
を
見
る
。 

畑
田
「
バ
イ
オ…

…

な
る
ほ
ど
」 

エ
レ
ン
「
陛
下
は
生
物
学
の
大
家
よ
」 
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エ
レ
ン
が
畑
田
と
並
ぶ
。 

畑
田
「（
小
声
）
ば
か
！ 

後
ろ
に
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
む
っ
と
し
な
が
ら
畑
田
の
少
し
後

ろ
に
付
く
。 

 
 
 

畑
田
が
歩
き
、
少
し
後
を
エ
レ
ン
が
歩
く
。 

 

○
（
回
想
）
皇
居
内
・
敷
地
・
外
（
夕
） 

 
 
 

敷
地
内
は
木
々
が
多
く
暗
い
。 

 
 
 

大
き
な
道
を
畑
田
が
歩
き
、
そ
の
後
ろ
に
エ

レ
ン
が
つ
く
。 

エ
レ
ン
「（
小
声
）
ね
え
？
」 

畑
田
「（
小
声
）
な
ん
だ
？
」 

エ
レ
ン
「（
小
声
）
写
真
、
ダ
メ
？
」 

畑
田
「
バ
カ
！
」 

 
 
 

畑
田
が
慌
て
て
手
を
口
に
当
て
辺
り
を
見
る
。 

 
 
 

畑
田
の
前
か
ら
近
衛
兵
二
人
が
歩
い
て
く
る
。 

畑
田
「（
小
声
）
来
た
ぞ
！
」 

エ
レ
ン
「（
小
声
）
大
丈
夫
よ
！
」 

 
 
 

近
衛
兵
二
人
が
畑
田
の
前
に
立
つ
。 

近
衛
兵
「
失
礼
で
す
が
、
ど
ち
ら
様
で
？
」 
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畑
田
「
生
物
学
の
方
で
す
」 

 
 
 

畑
田
が
エ
レ
ン
を
見
る
。 

エ
レ
ン「
生
物
博
士
の
エ
レ
ン
・
パ
ス
ツ
ー
ル
で
す
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
ス
カ
ー
ト
の
裾
を
持
ち
挨
拶
す
る
。 

 
 
 

近
衛
兵
二
人
が
顔
を
見
合
わ
せ
る
。 

畑
田
「
で
は
、
ご
き
げ
ん
よ
う
」 

エ
レ
ン
「
ご
、
ご
き
げ
ん
よ
う…

…

」 

 
 
 

畑
田
が
近
衛
兵
二
人
に
頭
を
下
げ
歩
き
出
す
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
後
を
付
い
て
い
く
。 

 
 
 

近
衛
兵
二
人
が
口
を
開
け
た
ま
ま
見
送
る
。 

 
 
 

畑
田
が
前
を
向
い
た
ま
ま
口
を
開
く
。 

畑
田
「（
小
声
）
振
り
返
る
な
よ
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
歩
き
な
が
ら
小
さ
く
う
な
ず
く
。 

 

○
（
回
想
）
同
・
生
物
学
研
究
所
の
敷
地
・
外
（
夕
） 

 
 
 

畑
田
が
辺
り
を
見
な
が
ら
歩
く
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
後
を
付
い
て
い
く
。 

畑
田
「
お
っ
か
し
い
な
？
」 

エ
レ
ン
「
そ
の
地
図
、
抜
け
が
多
す
ぎ
る
の
よ
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
研
究
所
の
庭
を
見
る
。 
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庭
で
昭
和
天
皇
（
３９
）
が
し
ゃ
が
ん
で
植
物

の
葉
を
手
で
触
っ
て
い
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
足
を
止
め
、畑
田
の
腕
を
引
っ
張
る
。 

 
 
 

畑
田
が
足
を
止
め
、
昭
和
天
皇
を
見
る
。 

エ
レ
ン
「
さ
っ
き
の
手
で
、
聞
い
て
み
よ
う
よ
」 

畑
田
「
大
丈
夫
か
な
？
」 

エ
レ
ン
「
優
し
そ
う
な
侍
従
み
た
い
よ
」 

 
 
 

畑
田
が
ゆ
っ
く
り
昭
和
天
皇
に
近
づ
く
。 

 
 
 

エ
レ
ン
も
後
に
続
く
。 

畑
田
「
す
い
ま
せ
ん
。
陛
下
の
お
召
の
学
者
を
」 

 
 
 

昭
和
天
皇
が
顔
を
上
げ
る
。 

昭
和
天
皇
「
朕
？
」 

 
 
 

エ
レ
ン
と
畑
田
の
顔
が
固
ま
る
。 

 
 
 

昭
和
天
皇
が
立
ち
上
が
り
エ
レ
ン
ら
を
見
る
。 

昭
和
天
皇
「
君
、
だ
あ
れ
？
」 

 
 
 

畑
田
が
最
敬
礼
を
す
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
口
を
開
く
が
声
が
出
な
い
。 

昭
和
天
皇
「
学
者
？
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
首
を
縦
に
振
っ
た
り
、
横
に
振
っ

た
り
す
る
。 
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昭
和
天
皇
「
ど
っ
ち
な
の
？
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
う
つ
む
い
て
し
ま
う
。 

畑
田
「
恐
れ
多
く
も
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
ち
ら
の
」 

エ
レ
ン
「
待
っ
て
！
」 

 
 
 

畑
田
が
最
敬
礼
の
ま
ま
、
エ
レ
ン
を
見
る
。 

エ
レ
ン
「
私
が
言
う
か
ら…

…

」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
最
敬
礼
を
す
る
。 

エ
レ
ン
「
申
告
し
ま
す
。
私
は
鈴
峰
エ
レ
ン
と
申
し

ま
す
」 

畑
田
「
私
は
帝
国
海
軍
中
尉
、
畑
田
勝
幸
で
す
」 

昭
和
天
皇
「
で
、
彼
女
は
学
者
な
の
？
」 

エ
レ
ン
「
い
い
え
。
報
道
カ
メ
ラ
マ
ン
で
す
」 

畑
田
「
記
者
も
兼
ね
て
お
り
ま
す
」 

昭
和
天
皇
「
あ
、
そ
う
。
よ
く
来
た
ね
」 

エ
レ
ン
「
あ
の…

…

お
聞
き
し
た
い
こ
と
が
」 

昭
和
天
皇
「
う
ん
？
」 

エ
レ
ン
「
あ
の
、
え
っ
と
」 

昭
和
天
皇
「
お
顔
を
上
げ
て
く
れ
ま
せ
ん
か
」 

 
 
 

エ
レ
ン
と
畑
田
は
最
敬
礼
の
ま
ま
動
か
な
い
。 

昭
和
天
皇
「
上
げ
て
く
れ
な
い
？
」 
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エ
レ
ン
と
畑
田
が
ゆ
っ
く
り
顔
を
上
げ
る
。 

 
 
 

昭
和
天
皇
が
微
笑
ん
で
い
る
。 

昭
和
天
皇
「
何
、
聞
き
た
い
の
？
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
深
呼
吸
を
す
る
。 

エ
レ
ン「
今
の
日
本
が
、陛
下
の
ご
意
思
で
あ
る
か
？
」 

 
 
 

昭
和
天
皇
が
少
し
困
っ
た
顔
を
す
る
。 

 
 
 

昭
和
天
皇
が
エ
レ
ン
の
カ
メ
ラ
バ
ッ
グ
を
見

る
。 

昭
和
天
皇
「
そ
れ
、
カ
メ
ラ
？
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
カ
メ
ラ
バ
ッ
グ
を
見
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
バ
ッ
グ
を
開
け
、
カ
メ
ラ
を
取
り

出
す
。 

昭
和
天
皇
「
見
て
も
い
い
？
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
う
な
ず
き
、カ
メ
ラ
を
差
し
出
す
。 

 
 
 

昭
和
天
皇
が
笑
顔
で
カ
メ
ラ
を
受
け
取
る
。 

昭
和
天
皇
「
ラ
イ
カ
だ
ね
」 

 
 
 

昭
和
天
皇
が
レ
ン
ズ
を
見
た
り
、
レ
バ
ー
を

触
っ
た
り
す
る
。 

 
 
 

昭
和
天
皇
が
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を
覗
き
、
エ
レ

ン
と
畑
田
を
見
る
。 
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昭
和
天
皇
「
フ
ラ
ッ
シ
ュ
、
あ
る
？
」 

 
 
 

昭
和
天
皇
が
エ
レ
ン
に
カ
メ
ラ
を
渡
す
。 

エ
レ
ン
が
バ
ッ
グ
か
ら
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ル
ブ

を
取
り
出
す
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
カ
メ
ラ
に
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ル
ブ
を

取
り
付
け
、
昭
和
天
皇
に
渡
す
。 

 
 
 

昭
和
天
皇
が
カ
メ
ラ
を
エ
レ
ン
ら
に
向
け
る
。 

 

○
（
回
想
）
同
・
生
物
学
研
究
所
近
く
の
道
・
外
（
夕
） 

 
 
 

二
人
の
皇
宮
警
察
官
が
歩
哨
し
て
い
る
。 

 
 
 

小
さ
な
破
裂
音
と
共
に
閃
光
が
見
え
る
。 

皇
宮
警
察
官
Ａ
「
今
の
な
ん
だ
？
」 

皇
宮
警
察
官
Ｂ
「
銃
声
か
？
」 

 
 
 

二
人
の
皇
宮
警
察
官
が
走
り
出
す
。 

 

○
（
回
想
）
同
・
生
物
学
研
究
所
の
敷
地
・
外
（
夕
） 

 
 
 

昭
和
天
皇
が
笑
顔
で
カ
メ
ラ
を
返
す
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
頭
を
下
げ
て
受
け
取
る
。 

昭
和
天
皇
「
先
ほ
ど
の
質
問
に
つ
い
て
」 

エ
レ
ン
「
は
い
。
お
聞
か
せ
願
え
ま
す
か
」 
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昭
和
天
皇
が
う
な
ず
く
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
畑
田
を
見
て
、
手
で
書
く
仕
草
を

す
る
。 

 
 
 

畑
田
が
メ
モ
を
手
に
書
き
だ
す
。 

昭
和
天
皇
「
私
は
戦
争
は
望
ん
で
い
な
い
」 

エ
レ
ン
「
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
と
の
で
す
か
？
」 

昭
和
天
皇
「
も
ち
ろ
ん
。
シ
ナ
と
の
戦
争
も
で
す
」 

エ
レ
ン
「
で
は
、
軍
部
や
首
相
に
つ
い
て
認
め
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
か
？
」 

昭
和
天
皇「…

…

私
は
英
国
の
統
治
を
範
と
し
ま
す
」 

畑
田
「
統
治
に
関
わ
ら
な
い
と
？
」 

昭
和
天
皇
「
臣
民
が
望
ん
だ
こ
と
に
、
私
が
机
を
ひ

っ
く
り
返
す
こ
と
な
ど…

…

」 

エ
レ
ン
「
そ
ん
な
！
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
昭
和
天
皇
に
詰
め
寄
る
。 

エ
レ
ン
「
恐
れ
多
く
も
陛
下
は
神
様
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
！
」 

 
 
 

畑
田
が
エ
レ
ン
を
止
め
に
入
る
。 

昭
和
天
皇
「
朕
は
統
治
権
の
総
攬
者
だ
よ
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
怪
訝
な
顔
を
し
て
畑
田
と
昭
和
天
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皇
を
交
互
に
見
る
。 

昭
和
天
皇
「
総
攬
と
は
手
に
取
る
だ
け
」 

畑
田
「
思
い
の
ま
ま
で
は
な
い
ん
だ
。
エ
レ
ン
」 

エ
レ
ン「
そ
ん
な
！ 

こ
の
ま
ま
じ
ゃ
あ
戦
争
に
！
」 

 
 
 

昭
和
天
皇
が
奥
に
咲
く
コ
ス
モ
ス
を
取
る
。 

 
 
 

昭
和
天
皇
が
コ
ス
モ
ス
を
エ
レ
ン
と
畑
田
に

差
し
出
す
。 

昭
和
天
皇「
そ
う
な
れ
ば
、こ
の
花
も
見
れ
な
い
ね
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
コ
ス
モ
ス
に
手
を
伸
ば
し
か
け
て

止
め
る
。 

エ
レ
ン
「
陛
下
」 

昭
和
天
皇
「
何
だ
ね
？
」 

エ
レ
ン
「
先
ほ
ど
の
発
言
、
書
い
て
も
よ
ろ
し
い
で

し
ょ
う
か
？
」 

 
 
 

畑
田
が
驚
い
た
顔
を
エ
レ
ン
に
向
け
る
。 

 
 
 

昭
和
天
皇
は
表
情
を
変
え
な
い
。 

畑
田
「
な
！ 

馬
鹿
か
！ 

お
前
」 

エ
レ
ン
「
こ
の
ま
ま
で
は
、
陛
下
の
本
心
は
」 

畑
田
「
言
う
な
！
」 

エ
レ
ン「
軍
部
や
内
閣
に
よ
っ
て
封
じ
ら
れ
ま
す
！
」 
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昭
和
天
皇
「
で
も
、
臣
民
は
喜
ん
で
い
る
よ
」 

 
 
 

エ
レ
ン
と
畑
田
が
複
雑
な
顔
を
す
る
。 

昭
和
天
皇
「
じ
ゃ
あ
、
撮
っ
て
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
驚
い
た
顔
を
し
て
畑
田
を
見
る
。 

 
 
 

畑
田
も
困
っ
た
顔
を
す
る
。 

昭
和
天
皇
「
い
い
か
ら
。
神
様
の
お
願
い
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
小
さ
く
う
な
ず
く
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
ゆ
っ
く
り
顔
を
上
げ
、
カ
メ
ラ
を

構
え
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
カ
メ
ラ
か
ら
顔
を
上
げ
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
困
っ
た
顔
を
す
る
。 

昭
和
天
皇
「
ど
う
し
た
の
？
」 

エ
レ
ン
「
あ
の…

…

」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
胸
の
辺
り
を
手
に
当
て
る
。 

 
 
 

昭
和
天
皇
が
胸
を
見
る
。 

 
 
 

昭
和
天
皇
の
ネ
ク
タ
イ
が
曲
が
っ
て
い
る
。 

 
 
 

昭
和
天
皇
が
笑
っ
て
ネ
ク
タ
イ
に
手
を
伸
ば

す
が
、
な
か
な
か
直
ら
な
い
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
昭
和
天
皇
に
近
づ
く
。 

 
 
 

畑
田
が
手
を
伸
ば
し
て
エ
レ
ン
を
止
め
よ
う



88 

 

と
す
る
。 

エ
レ
ン
「
失
礼
し
ま
す
。
陛
下
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
昭
和
天
皇
の
ネ
ク
タ
イ
に
手
を
伸

ば
す
。 

 
 
 

エ
レ
ン
の
手
は
震
え
て
い
る
。 

 
 
 

笑
顔
で
エ
レ
ン
を
見
る
昭
和
天
皇
。 

昭
和
天
皇
「
怖
い
？
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
顔
を
横
に
振
る
。 

エ
レ
ン「
私
は
陛
下
の
意
志
を
伝
え
た
い
の
で
す
！
」 

 
 
 

昭
和
天
皇
が
微
笑
ん
で
い
る
。 

昭
和
天
皇
「
大
丈
夫
で
す
よ
。
大
丈
夫
だ
か
ら
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
微
笑
ん
で
う
な
ず
く
。 

侍
従
Ａ
の
声
「
お
上
！
」 

 
 
 

エ
レ
ン
、
畑
田
、
昭
和
天
皇
が
振
り
返
る
。 

 
 
 

昭
和
天
皇
が
手
で
エ
レ
ン
に
離
れ
る
よ
う
仕

草
を
す
る
。 

エ
レ
ン
「（
小
声
）
陛
下
！
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
急
い
で
カ
メ
ラ
を
構
え
る
。 

 
 
 

昭
和
天
皇
が
姿
勢
を
正
す
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
。 
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破
裂
音
と
共
に
閃
光
が
瞬
く
。 

侍
従
Ａ
の
声
「
お
上
！ 

今
の
は
！
」 

 
 
 

足
音
が
聞
こ
え
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
ス
カ
ー
ト
の
裾
を
つ
ま
ん
で
お
辞

儀
す
る
。 

 
 
 

畑
田
も
一
礼
す
る
。 

 
 
 

畑
田
が
エ
レ
ン
の
手
を
引
っ
張
っ
て
、
そ
の

場
か
ら
離
れ
る
。 

 
 
 

昭
和
天
皇
が
エ
レ
ン
と
畑
田
を
見
送
る
。 

 
 
 

昭
和
天
皇
の
後
ろ
か
ら
侍
従
Ａ
が
現
れ
る
。 

侍
従
Ａ
「
お
上
！
」 

 
 
 

昭
和
天
皇
が
侍
従
に
振
り
返
る
。 

昭
和
天
皇
「
ど
う
し
た
？
」 

侍
従
Ａ
「
賊
が
入
っ
た
と
皇
宮
警
察
か
ら
」 

昭
和
天
皇
「
そ
う
な
の
？
」 

 
 
 

侍
従
Ａ
が
昭
和
天
皇
の
コ
ス
モ
ス
を
見
る
。 

侍
従
Ａ
「
あ
の
、
そ
れ
は
？
」 

 
 
 

昭
和
天
皇
が
エ
レ
ン
ら
の
い
た
方
を
向
く
。 

 
 
 

エ
レ
ン
と
畑
田
の
姿
は
見
え
な
い
。 

 
 
 

昭
和
天
皇
が
微
笑
む
。 
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○
（
回
想
）
枢
密
院
・
外
観
（
夜
） 

 

○
（
回
想
）
同
・
応
接
室
・
中
（
夜
） 

 
 
 

鈴
木
が
ソ
フ
ァ
ー
で
い
び
き
を
か
い
て
寝
る
。 

 
 
 

応
接
室
の
電
話
が
鳴
る
。 

 
 
 

鈴
木
が
目
を
覚
ま
し
、
起
き
上
が
っ
て
ゆ
っ

く
り
電
話
に
近
づ
き
受
話
器
を
取
る
。 

 
 
 

ド
ア
が
開
き
、
忍
び
足
で
エ
レ
ン
と
畑
田
が

入
っ
て
く
る
。 

鈴
木
「
賊
？ 

陛
下
は
無
事
な
ん
か
？
」 

 
 
 

エ
レ
ン
と
畑
田
が
ソ
フ
ァ
ー
に
座
る
。 

鈴
木
「
分
か
っ
た
。
今
か
ら
向
か
う
」 

 
 
 

鈴
木
が
電
話
を
切
る
。 

 
 
 

鈴
木
が
エ
レ
ン
畑
田
を
見
る
。 

鈴
木
「
悪
い
な
。
眠
っ
て
た
み
た
い
だ
」 

畑
田
「
い
え
。
お
疲
れ
の
よ
う
で
す
の
で
」 

エ
レ
ン
「
そ
ろ
そ
ろ
失
礼
い
た
し
ま
す
」 

 
 
 

エ
レ
ン
と
畑
田
が
立
ち
上
が
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
よ
ろ
け
て
畑
田
に
寄
り
か
か
る
。 

エ
レ
ン
「
お
っ
と
！
」 
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鈴
木
「
大
丈
夫
か
ね
？
」 

エ
レ
ン
「
す
い
ま
せ
ん
。
飲
み
す
ぎ
た
み
た
い
で
」 

 
 
 

鈴
木
が
テ
ー
ブ
ル
の
グ
ラ
ス
を
見
る
。 

 
 
 

グ
ラ
ス
に
は
手
つ
か
ず
の
酒
が
入
っ
て
い
る
。 

 
 
 

鈴
木
が
怪
訝
な
顔
を
す
る
。 

鈴
木
「
す
ま
ん
が
急
用
で
車
を
回
せ
な
い
」 

畑
田
「
は
い
」 

鈴
木
「
エ
レ
ン
さ
ん
を
送
っ
て
く
れ
」 

 
 
 

畑
田
が
鈴
木
に
一
礼
す
る
。 

 

○
（
回
想
）
同
・
桔
梗
門
・
外
（
夜
） 

 
 
 

門
が
少
し
開
き
エ
レ
ン
と
畑
田
が
出
て
く
る
。 

 
 
 

門
が
閉
ま
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
う
ず
く
ま
っ
て
靴
を
脱
ぐ
。 

畑
田
「
ど
う
し
た
？ 

怪
我
が
痛
む
か
？
」 

 
 
 

畑
田
が
屈
ん
で
エ
レ
ン
を
見
る
。 

エ
レ
ン
「
靴
ず
れ
」 

 
 
 

畑
田
が
笑
う
。 

畑
田
「
慣
れ
な
い
も
ん
な
。
婦
人
も
の
」 

エ
レ
ン
「
笑
う
な
！
」 
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畑
田
「
悪
い
、
悪
い
」 

 
 
 

畑
田
が
エ
レ
ン
に
背
中
を
見
せ
る
。 

畑
田
「
ほ
れ
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
小
さ
く
微
笑
ん
で
畑
田
の
背
中
に

寄
る
。 

 
 
 

畑
田
が
エ
レ
ン
を
お
ん
ぶ
す
る
。 

 

○
（
回
想
）
同
・
お
堀
沿
い
の
道
路
・
外
（
夜
） 

 
 
 

道
路
に
は
人
気
が
な
い
。 

 
 
 

畑
田
が
エ
レ
ン
を
お
ん
ぶ
し
て
歩
く
。 

畑
田
「
ド
キ
ド
キ
し
て
る
な
」 

エ
レ
ン
「
な
っ
！
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
畑
田
の
頭
を
叩
く
。 

エ
レ
ン
「
す
け
べ
！
」 

畑
田
「
ご
め
ん
」 

エ
レ
ン
「…

…

ま
っ
た
く
」 

畑
田
「
ど
う
だ
っ
た
？
」 

エ
レ
ン
「
び
っ
く
り
よ
。
い
き
な
り
行
っ
た
の
に
『
よ

く
来
た
ね
』
な
ん
て
」 

畑
田
「（
笑
い
）
俺
も
驚
い
た
。
さ
す
が
陛
下
だ
」 



93 

 

エ
レ
ン
「…

…

ね
え
」 

畑
田
「
何
だ
？
」 

エ
レ
ン
「
さ
っ
き
の
あ
れ
、
書
く
か
ら
ね
！
」 

畑
田
「…

…
若
林
さ
ん
が
止
め
る
よ
」 

エ
レ
ン
「
そ
れ
で
も
よ
！
」 

畑
田
「
検
閲
で
し
ょ
っ
引
か
れ
る
ぞ
！
」 

エ
レ
ン
「
上
等
よ
！
」 

 
 
 

畑
田
が
笑
う
。 

畑
田
「
分
か
っ
た
よ…

…

そ
れ
で
こ
そ
エ
レ
ン
だ
」 

エ
レ
ン
「
だ
か
ら
、
守
っ
て
よ
ね
」 

 
 
 

畑
田
が
小
さ
く
顔
を
横
に
振
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
笑
う
。 

エ
レ
ン「
か
り
そ
め
と
は
い
え
、婚
約
者
の
頼
み
よ
！
」 

畑
田
「…

…

悪
い
」 

エ
レ
ン
「
ど
う
し
た
の
？
」 

畑
田
「
転
属
命
令
が
出
た
」 

エ
レ
ン
「
え…
…

ど
こ
に
？
」 

畑
田
「
鹿
児
島
」 

エ
レ
ン
「
鹿
児
島
？ 

船
じ
ゃ
な
い
の
？
」 

 
 
 

畑
田
が
う
な
ず
く
。 
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畑
田
「
ま
た
ハ
ズ
レ
」 

エ
レ
ン
「
違
う
か
も
よ
？
」 

畑
田
「
船
な
ら
広
島
か
ト
ラ
ッ
ク
島
だ
か
ら
な
」 

エ
レ
ン
「
そ
う
な
ん
だ…

…

」 

畑
田
「（
小
声
）
ど
う
せ
な
ら
ず
っ
と
こ
こ
に…

…

」 

エ
レ
ン
「
何
？
」 

 
 
 

畑
田
が
顔
を
横
に
振
る
。 

畑
田
「
い
い…

…

何
で
も
な
い
」 

エ
レ
ン
「
う
ん…

…

」 

 

○
（
回
想
）
日
本
通
信
同
盟
ビ
ル
・
外
観
（
夜
） 

 
 
 

電
気
は
消
え
て
い
る
。 

 

○
（
回
想
）
同
・
入
口
・
外
（
夜
） 

 
 
 

畑
田
が
エ
レ
ン
を
お
ん
ぶ
し
て
来
る
。 

畑
田
「
い
い
の
か
？ 

家
じ
ゃ
な
く
て
」 

エ
レ
ン
「
狼
を
入
れ
た
く
な
い
」 

畑
田
「
失
礼
な
」 

 
 
 

畑
田
が
エ
レ
ン
を
降
ろ
す
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
笑
う
。 
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エ
レ
ン
「
早
く
原
稿
書
き
た
く
て
」 

畑
田
「
そ
っ
か
」 

エ
レ
ン
「
連
絡
先
、
教
え
て
ね
」 

 
 
 

畑
田
が
少
し
困
っ
た
顔
を
す
る
。 

畑
田
「
う
ん…

…
分
か
っ
た
」 

エ
レ
ン
「
絶
対
よ
！ 
嘘
つ
い
た
ら
！
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
カ
メ
ラ
バ
ッ
グ
か
ら
フ
ラ
ッ
シ
ュ

バ
ル
ブ
を
取
り
出
す
。 

エ
レ
ン
「
こ
れ
を
お
見
舞
い
す
る
わ
！
」 

 
 
 

畑
田
が
笑
う
。 

畑
田
「
分
か
っ
た
、
分
か
っ
た
」 

エ
レ
ン
「
あ
、
ち
ょ
っ
と
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
カ
バ
ン
か
ら
閃
光
電
球
を
出
す
。 

エ
レ
ン
「
お
守
り
！
」 

畑
田
「
電
球
？
」 

 
 
 

畑
田
が
エ
レ
ン
か
ら
閃
光
電
球
を
受
け
取
る
。 

エ
レ
ン
「
さ
っ
き
陛
下
を
写
し
た
時
の
」 

 
 
 

畑
田
が
驚
い
た
顔
を
す
る
。 

畑
田
「…

…

恐
れ
多
い
な
」 

エ
レ
ン
「
神
様
だ
か
ら
、
効
果
て
き
め
ん
！
」 
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畑
田
「…

…

あ
り
が
と
な
」 

 
 
 

畑
田
が
閃
光
電
球
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
し
ま
う
。 

エ
レ
ン
「…

…

そ
れ
じ
ゃ
」 

 
 
 

畑
田
が
う
な
ず
い
て
エ
レ
ン
か
ら
離
れ
る
。 

エ
レ
ン
「
あ
！
」 

 
 
 

畑
田
が
足
を
止
め
、
エ
レ
ン
に
振
り
返
る
。 

エ
レ
ン
「
わ
、
私
の
気
持
ち
は
！
」 

 
 
 

畑
田
が
口
に
人
差
し
指
を
当
て
る
。 

畑
田
「
帰
っ
た
ら
聞
く
か
ら
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
笑
顔
で
う
な
ず
く
。 

畑
田
「
捕
ま
る
な
よ
！
」 

エ
レ
ン
「
う
る
さ
い
な
あ
！
」 

 
 
 

畑
田
が
手
を
振
っ
て
エ
レ
ン
か
ら
離
れ
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
畑
田
を
見
送
る
。 

エ
レ
ン
の
声
「
し
か
し
、
連
絡
は
途
絶
え
た
」 

 

○
（
回
想
）
日
本
通
信
同
盟
ビ
ル
・
事
務
所
・
中 

 
 
 

若
林
が
原
稿
片
手
に
エ
レ
ン
を
叱
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
口
答
え
を
す
る
。 

エ
レ
ン
の
声「
記
事
は
お
蔵
入
り
。で
も
居
座
っ
た
」 
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○
（
回
想
）
ニ
ュ
ー
ス
映
像 

 
 
 

「
大
本
営
発
表
」
の
テ
ロ
ッ
プ
。 

 
 
 

大
本
営
の
軍
人
が
記
者
や
マ
イ
ク
の
前
で

「
米
英
軍
と
戦
闘
状
態
に
入
れ
り
」と
発
表
。 

エ
レ
ン
の
声「
そ
し
て
、や
は
り
戦
争
が
始
ま
っ
た
」 

 

○
（
回
想
）
軽
井
沢
ホ
テ
ル
・
外 

 
 
 

木
造
の
建
物
。 

エ
レ
ン
の
声
「
私
は
軽
井
沢
に
強
制
移
住
」 

美
夢
の
声
「
日
本
人
な
の
に
？
」 

エ
レ
ン
の
声
「
ま
あ
、
こ
の
外
見
で
は
ね
」 

 

○
（
回
想
）
同
・
調
理
室
・
中 

 
 
 

中
で
は
数
人
の
人
が
働
い
て
い
る
。 

 
 
 

も
ん
ぺ
を
着
た
エ
レ
ン
（
２６
）
が
ま
な
板
に

多
く
の
芋
を
並
べ
て
い
る
。 

エ
レ
ン
の
声
「
緒
戦
こ
そ
良
か
っ
た
も
の
の…

…

」 

 

○
（
回
想
）
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
の
記
録
映
像 

 
 
 

空
母
な
ど
の
艦
船
が
爆
沈
す
る
。 



98 

 

エ
レ
ン
の
声
「
戦
争
は
悪
化
し
て
い
き
」 

 

○
（
回
想
）
山
本
五
十
六
元
帥
の
国
葬
の
記
録
映
像 

 
 
 

山
本
元
帥
の
国
葬
の
列
が
並
ぶ
。 

エ
レ
ン
の
声
「
山
本
さ
ん
も
戦
死
し
た
」 

 

○
（
回
想
）
原
爆
投
下
の
記
録
映
像 

 
 
 

広
島
・
長
崎
の
原
爆
投
下
の
映
像
。 

エ
レ
ン
の
声
「
そ
し
て
一
億
玉
砕
を
叫
ぶ
中
」 

 

○
（
回
想
）
軽
井
沢
ホ
テ
ル
・
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
・
中 

 
 
 

中
の
人
が
全
員
、
頭
を
垂
れ
て
ラ
ジ
オ
の
前

で
玉
音
放
送
を
聞
く
。 

 

○
（
回
想
）
同
・
調
理
室
・
中 

 
 
 

エ
レ
ン
（
３０
）
が
炊
事
場
に
座
り
、
ま
な
板

を
見
る
。 

 
 
 

ま
な
板
に
は
育
成
不
足
の
小
さ
な
芋
が
二
つ

置
か
れ
て
い
る
。 

エ
レ
ン
の
声
「
戦
争
は
終
わ
っ
た
」 
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○
（
回
想
）
日
本
通
信
連
盟
ビ
ル
・
外
観 

 
 
 

旧
日
本
通
信
同
盟
の
ビ
ル
。 

 

○
（
回
想
）
同
・
入
口
・
外 

 
 
 

男
装
し
た
エ
レ
ン
が
カ
メ
ラ
バ
ッ
グ
を
持
っ

て
少
し
歩
き
づ
ら
そ
う
に
出
て
く
る
。 

エ
レ
ン
の
声「
戦
争
が
終
わ
っ
て
私
は
仕
事
に
復
帰
」 

美
夢
の
声
「
畑
田
さ
ん
探
し
は
？
」 

エ
レ
ン
の
声
「
そ
れ
ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
か
っ
た
わ
」 

 

○
（
回
想
）
戦
後
の
記
録
映
像 

 
 
 

戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
号
で
の
降
伏
文
書
調
印
式
。 

 
 
 

G
H

Q

司
令
部
に
登
庁
す
る
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
。 

 
 
 

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
見
よ
う
と
や
じ
馬
が
集
う
。 

エ
レ
ン
の
声
「
価
値
観
は
百
八
十
度
変
わ
り
」 

 

○
（
回
想
）
新
聞
一
面 

 
 
 

Ａ
級
戦
犯
リ
ス
ト
を
載
せ
た
紙
面
。 

 
 
 

別
の
紙
面
に
「
陸
・
海
軍
解
体
」
の
見
出
し
。 

エ
レ
ン
の
声
「
軍
隊
は
完
全
に
解
体
さ
れ
た
」 
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○
（
回
想
）
東
京
映
画
館
・
外
観 

 
 
 

雨
が
降
っ
て
い
る
。 

エ
レ
ン
の
声
「
休
み
に
映
画
に
行
っ
て
、
私
は
愚
か

さ
を
痛
感
し
た
」 

美
夢
の
声
「
愚
か
？
」 

 

○
（
回
想
）
同
・
劇
場
内
・
中 

 
 
 

エ
レ
ン
が
座
席
に
座
る
。 

 
 
 

銀
幕
に
特
攻
隊
の
出
撃
の
映
像
が
流
れ
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
の
目
が
大
き
く
な
る
。 

エ
レ
ン
の
声「
忘
れ
て
た
。あ
い
つ
は
海
軍
の
人
間
」 

美
夢
の
声
「
つ
ま
り…

…

特
攻
隊
に
？
」 

エ
レ
ン
の
声
「
行
か
な
い
訳
が
な
い
わ
」 

 
 
 

銀
幕
の
映
像
に
、
米
軍
の
攻
撃
を
受
け
特
攻

機
が
海
面
に
墜
落
す
る
映
像
が
映
る
。 

 

○
（
回
想
）
同
・
入
口
・
外 

 
 
 

雨
が
降
り
続
く
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
う
つ
む
き
な
が
ら
出
て
く
る
。 

エ
レ
ン
の
声
「
帰
っ
て
か
ら
聞
く
な
ん
て
大
嘘
」 
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エ
レ
ン
が
空
を
仰
ぎ
見
る
。 

 
 
 

米
軍
機
が
空
を
翔
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
泣
き
顔
で
そ
れ
を
眺
め
る
。 

エ
レ
ン
の
声「
こ
う
し
て
私
の
初
恋
は
終
わ
っ
た
の
」 

 

○
元
の
美
澄
高
校
・
地
学
教
室
・
中
（
夕
） 

 
 
 

生
徒
ら
が
寂
し
げ
な
顔
を
す
る
。 

エ
レ
ン
「
残
念
だ
け
ど
、
話
は
こ
こ
で
お
わ
り
」 

女
子
生
徒
Ａ「
一
回
も
連
絡
無
か
っ
た
ん
で
す
か
？
」 

エ
レ
ン
「
鹿
児
島
の
時
点
で
駄
目
だ
っ
た
の
」 

 
 
 

生
徒
ら
が
首
を
傾
げ
る
。 

エ
レ
ン
「
そ
こ
は
ね
、
真
珠
湾
の
訓
練
の
場
所
」 

 
 
 

生
徒
が
感
心
し
た
声
を
上
げ
る
。 

美
夢
「
機
密
っ
て
や
つ
で
す
か…

…

」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
う
な
ず
く
。 

エ
レ
ン
「
で
は
、
私
か
ら
最
後
に
」 

 
 
 

生
徒
が
姿
勢
を
正
す
。 

エ
レ
ン
「
最
後
ま
で
聞
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
頭
を
下
げ
る
。 

エ
レ
ン
「
い
い
恋
愛
を
。
特
に
金
村
君
！
」 
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生
徒
ら
が
金
村
を
見
て
笑
う
。 

エ
レ
ン
「
会
え
る
と
い
う
こ
と
は
幸
せ
よ
！
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
ウ
ィ
ン
ク
を
す
る
。 

 
 
 

金
村
が
苦
笑
い
を
す
る
。 

 

○
同
・
校
門
・
外
（
夕
） 

 
 
 

雨
は
や
ん
で
、
夕
日
が
さ
し
て
い
る
。 

 
 
 

一
台
の
ワ
ゴ
ン
車
が
出
て
く
る
。 

 

○
走
行
中
の
ワ
ゴ
ン
車
内
（
夕
） 

 
 
 

美
夢
が
運
転
を
す
る
。 

 
 
 

後
部
座
席
に
エ
レ
ン
が
座
る
。 

美
夢
「
あ
り
が
と
。
初
め
て
聞
い
た
よ
」 

エ
レ
ン
「
私
も
楽
し
か
っ
た
わ
」 

美
夢
「
こ
の
ま
ま
帰
る
？
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
窓
の
景
色
を
見
る
。 

 
 
 

夕
日
が
沈
む
少
し
前
の
光
景
が
見
え
る
。 

エ
レ
ン
「
ち
ょ
っ
と
行
き
た
い
と
こ
ろ
が
」 

美
夢
「
ん
？ 

い
い
け
ど
」 

 
 
 

美
夢
が
カ
ー
ナ
ビ
に
手
を
伸
ば
す
。 
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○
皇
居
・
外
観
（
夜
） 

 

○
同
・
皇
居
外
苑
・
外
（
夜
） 

 
 
 

二
重
橋
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。 

 
 
 

数
人
の
若
い
人
が
ス
マ
ホ
で
撮
影
す
る
。 

 
 
 

お
年
寄
り
が
皇
居
に
一
礼
す
る
。 

 
 
 

車
い
す
に
乗
っ
た
エ
レ
ン
が
美
夢
に
押
さ
れ

て
や
っ
て
く
る
。 

エ
レ
ン
「
変
わ
っ
て
な
い
わ
」 

美
夢
「
お
話
を
し
て
、
思
い
出
し
ち
ゃ
っ
た
？
」 

エ
レ
ン
「
そ
れ
も
あ
る
け
ど…

…

」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
微
笑
む
。 

エ
レ
ン
「
嘘
を
つ
い
た
報
告
を…
…

」 

美
夢
「
え
？
」 

エ
レ
ン
「
さ
っ
き
の
話
」 

美
夢
「
ち
ょ
！ 

ち
ょ
っ
と
！ 

え
？
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
手
を
振
っ
て
笑
う
。 

エ
レ
ン
「
大
丈
夫
。
概
ね
は
ホ
ン
ト
」 

美
夢
「
じ
ゃ
あ
、
何
が
？
」 

エ
レ
ン
「
畑
田
と
い
う
男
は
」 
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エ
レ
ン
が
腕
を
伸
ば
し
て
皇
居
を
指
さ
す
。 

エ
レ
ン
「
あ
の
中
の
人
間
だ
っ
た
の
」 

 
 
 

美
夢
が
口
を
パ
ク
パ
ク
さ
せ
て
エ
レ
ン
と
皇

居
を
何
度
も
見
る
。 

美
夢
「
こ
、
皇
族
！
」 

エ
レ
ン
「
え
え
。
こ
れ
は
ほ
ん
と
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
腕
を
降
ろ
し
笑
う
。 

エ
レ
ン
「
道
理
で
話
が
う
ま
す
ぎ
る
と
」 

美
夢
「
ま
、
ま
あ
、
言
わ
れ
て
み
る
と
」 

エ
レ
ン
「
た
だ
の
中
尉
が
米
内
や
山
本
、
そ
し
て
鈴

木
と
コ
ネ
が
あ
る
は
ず
が
な
い
わ
」 

美
夢
「
確
か
に…

…

じ
ゃ
、
じ
ゃ
あ
特
攻
は
？
」 

エ
レ
ン
「…

…

あ
い
つ
、
生
き
て
い
た
」 

 
 
 

美
夢
が
目
を
大
き
く
す
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
目
を
閉
じ
る
。 

 

○
（
回
想
）
皇
居
・
桔
梗
門
・
外 

 
 
 

Ｔ
「
昭
和
二
十
二
年
・
春
」 

 
 
 

皇
居
に
サ
ク
ラ
が
咲
い
て
い
る
。 

 
 
 

門
が
開
き
自
動
車
が
中
に
入
っ
て
い
く
。 
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○
（
回
想
）
同
・
生
物
学
研
究
所
・
外 

 
 
 

侍
従
Ｂ
の
後
に
正
装
し
た
エ
レ
ン
（
３２
）
が

少
し
不
自
由
そ
う
に
歩
く
。 

侍
従
Ｂ
「
こ
ち
ら
で
す
」 

 
 
 

侍
従
Ｂ
が
エ
レ
ン
を
先
に
促
す
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
前
に
出
る
。 

 
 
 

背
広
を
着
た
畑
田
（
３２
）
が
立
っ
て
い
る
。 

畑
田
「
死
に
損
ね
た
よ…

…

」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
一
礼
す
る
。 

 

○
（
回
想
）
同
・
生
物
学
研
究
所
・
室
内 

 
 
 

室
内
は
植
物
の
標
本
や
資
料
が
整
然
と
置
か

れ
て
い
る
。 

 
 
 

ソ
フ
ァ
ー
に
エ
レ
ン
と
畑
田
が
座
る
。 

エ
レ
ン
「
や
っ
ぱ
り
、
こ
こ
の
人
間
だ
っ
た
の
ね
」 

畑
田「
悪
い
。海
軍
の
方
が
動
き
や
す
か
っ
た
か
ら
」 

エ
レ
ン
「
特
攻
隊
に
志
願
は
し
な
か
っ
た
の
？
」 

 
 
 

畑
田
が
小
さ
く
笑
う
。 

畑
田
「
し
た
け
ど…

…

皇
族
の
血
を
残
す
た
め
に
」 

エ
レ
ン
「
生
か
さ
れ
た
と…

…

今
は
何
を
？
」 
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畑
田「
皇
籍
は
外
れ
た
。で
も
縁
が
あ
っ
て
こ
こ
で
」 

エ
レ
ン
「
あ
の
花
、
育
て
て
る
の
？
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
庭
に
な
る
花
を
見
る
。 

 
 
 

畑
田
も
庭
を
見
る
。 

畑
田
「
陛
下
に
習
い
な
が
ら
だ
け
ど
ね
」 

エ
レ
ン
「
そ
っ
か…

…
よ
か
っ
た
、
花
が
咲
い
て
」 

昭
和
天
皇
の
声
「
う
ん
。
咲
い
て
よ
か
っ
た
」 

 
 
 

エ
レ
ン
と
畑
田
が
慌
て
て
立
ち
上
が
り
、
昭

和
天
皇
（
４６
）
に
最
敬
礼
す
る
。 

昭
和
天
皇
「
い
い
か
ら
、
ね
」 

 
 
 

エ
レ
ン
と
畑
田
が
ゆ
っ
く
り
顔
を
上
げ
る
。 

昭
和
天
皇
「
今
日
は
お
願
い
が
あ
っ
て
ね
」 

 
 
 

昭
和
天
皇
が
後
ろ
を
見
る
。 

 
 
 

後
ろ
の
侍
従
Ｂ
が
前
に
や
っ
て
き
て
、
エ
レ

ン
の
前
に
カ
メ
ラ
を
差
し
出
す
。 

昭
和
天
皇
「
国
産
の
。
使
い
方
、
教
え
て
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
微
笑
ん
で
う
な
ず
く
。 

 

○
（
回
想
）
同
・
植
物
学
研
究
所
の
庭
・
外
（
夕
） 

 
 
 

エ
レ
ン
と
畑
田
が
庭
か
ら
出
て
く
る
。 
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昭
和
天
皇
と
侍
従
Ｂ
が
後
か
ら
続
く
。 

エ
レ
ン
「
陛
下
。
よ
ろ
し
け
れ
ば
フ
ィ
ル
ム
を
」 

昭
和
天
皇
「
あ
、
現
像
い
い
の
？
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
う
な
ず
く
。 

 
 
 

昭
和
天
皇
が
カ
メ
ラ
を
見
る
。 

昭
和
天
皇
「
あ
、
一
枚
残
っ
て
る
」 

 
 
 

昭
和
天
皇
が
エ
レ
ン
に
カ
メ
ラ
を
向
け
る
。 

 
 
 

畑
田
が
エ
レ
ン
か
ら
離
れ
る
。 

昭
和
天
皇
「
畑
田
」 

畑
田
「
は
っ
」 

昭
和
天
皇
「
よ
い
の
か
？
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
怪
訝
な
顔
を
す
る
。 

 
 
 

畑
田
が
一
礼
し
、
エ
レ
ン
の
横
に
並
ぶ
。 

 
 
 

昭
和
天
皇
が
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
。 

 
 
 

昭
和
天
皇
が
カ
メ
ラ
を
エ
レ
ン
に
渡
す
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
受
け
取
り
、
カ
メ
ラ
か
ら
フ
ィ
ル

ム
を
取
り
出
す
。 

エ
レ
ン
「
あ
の
、
陛
下…

…

」 

昭
和
天
皇
「
何
だ
い
？
」 

エ
レ
ン
「
あ
の
時
の
記
事
を
書
け
な
く
て…

…

」 
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昭
和
天
皇「
い
い
ん
で
す
よ
。あ
な
た
は
悪
く
な
い
」 

エ
レ
ン「
で
も
、戦
争
は
止
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
」 

昭
和
天
皇
「
う
ん
、
そ
う
だ
ね
。
申
し
訳
な
い
」 

エ
レ
ン「
も
し
、陛
下
の
ご
発
言
が
世
に
出
て
た
ら
」 

 
 
 

昭
和
天
皇
が
エ
レ
ン
の
発
言
を
手
で
制
す
。 

昭
和
天
皇
「
今
と
な
っ
て
は
、
そ
れ
は
無
為
で
す
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
小
さ
く
顔
を
横
に
振
る
。 

エ
レ
ン「
後
世
に
伝
え
、無
為
に
は
さ
せ
ま
せ
ん
！
」 

 
 
 

昭
和
天
皇
が
笑
顔
で
う
な
ず
く
。 

昭
和
天
皇「
で
は
、あ
の
写
真
は
そ
の
一
歩
で
す
ね
」 

 
 
 

昭
和
天
皇
が
後
ろ
の
侍
従
Ｂ
を
見
る
。 

畑
田
「
あ
の
写
真
？
」 

 
 
 

侍
従
Ｂ
が
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
昭
和
天
皇
の
ツ

ー
シ
ョ
ッ
ト
写
真
を
差
し
出
す
。 

 
 
 

畑
田
が
納
得
し
た
表
情
で
う
な
ず
く
。 

昭
和
天
皇
「
ど
う
見
ゆ
る
？
」 

エ
レ
ン「（
笑
い
）新
聞
で
見
ま
し
た
。恐
れ
多
く
も
」 

昭
和
天
皇
「
何
だ
ね
？
」 

エ
レ
ン
「
私
の
方
が
か
っ
こ
よ
く
撮
れ
ま
す
！
」 

 
 
 

昭
和
天
皇
が
笑
顔
で
小
さ
く
う
な
ず
く
。 
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畑
田
が
あ
き
れ
た
笑
い
を
す
る
。 

昭
和
天
皇
「
で
は
、
今
度
は
皇
后
と
お
願
い
ね
」 

エ
レ
ン
「
は
い
！
」 

昭
和
天
皇
「
で
き
れ
ば
普
段
着
が
い
い
か
な
」 

 
 
 

昭
和
天
皇
が
微
笑
む
。 

昭
和
天
皇
「
畑
田
。
送
り
な
さ
い
」 

畑
田
「
は
！
」 

 
 
 

畑
田
が
エ
レ
ン
の
手
を
繋
ぐ
。 

 
 
 

エ
レ
ン
と
畑
田
が
一
礼
し
て
庭
を
後
に
す
る
。 

 
 
 

昭
和
天
皇
が
二
人
の
背
中
を
見
送
る
。 

 

○
（
回
想
）
同
・
敷
地
内
の
通
路
・
外
（
夕
） 

 
 
 

エ
レ
ン
と
畑
田
が
手
を
繋
い
で
歩
く
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
止
ま
り
う
ず
く
ま
る
。 

畑
田
「
お
、
お
い
！ 

大
丈
夫
か
？ 

足
か
？
」 

 
 
 

畑
田
が
し
ゃ
が
ん
で
エ
レ
ン
を
見
る
。 

エ
レ
ン
「
ご
め
ん
！ 

ド
キ
ド
キ
が…

…

」 

 
 
 

畑
田
が
安
ど
の
表
情
を
す
る
。 

畑
田
「
意
外
と
緊
張
す
る
ん
だ
な
」 

エ
レ
ン
「
怒
る
よ
？
」 
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畑
田
笑
っ
て
エ
レ
ン
に
背
を
向
け
る
。 

畑
田
「
ほ
れ
！
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
畑
田
の
背
中
を
見
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
笑
い
な
が
ら
畑
田
の
背
中
に
乗
る
。 

畑
田
「
よ
い
し
ょ
っ
と
」 

 
 
 

畑
田
が
エ
レ
ン
を
お
ん
ぶ
し
て
歩
き
出
す
。 

畑
田
「
ホ
ン
ト
だ
。
伝
わ
っ
て
く
る
」 

エ
レ
ン
「
ま
た
か
！ 

ス
ケ
ベ
！
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
畑
田
の
頭
を
叩
く
。 

畑
田
「
い
た
た
！ 

っ
た
く
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
笑
う
。 

畑
田
「
あ
り
が
と
な
。
来
て
く
れ
て
」 

エ
レ
ン
「…

…

ね
え
」 

畑
田
「
何
だ
？
」 

エ
レ
ン
「
何
で
私
を
陛
下
に
引
き
合
わ
せ
た
の
？
」 

畑
田
「…

…

な
ん
か
変
わ
る
か
も
っ
て
」 

エ
レ
ン
「
変
わ
る
？
」 

畑
田
「
あ
の
日
本
の
空
気
が
変
わ
る
か
も
っ
て
」 

エ
レ
ン
「
残
念
。
そ
れ
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
で
し
た
」 

畑
田「
そ
れ
で
も
、感
謝
し
て
る
よ…

…

と
こ
ろ
で
」 
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エ
レ
ン
「
な
に
よ
？
」 

畑
田
「
お
れ
が
皇
族
だ
っ
て
い
つ
気
付
い
た
？
」 

エ
レ
ン
「
ま
あ
、
立
ち
振
る
舞
い
と
か
」 

畑
田
「
そ
れ
だ
け
？
」 

エ
レ
ン「
後
、前
に
鈴
木
さ
ん
が
言
い
か
け
た
時
ね
」 

畑
田
「
言
い
か
け
て…

…
あ
あ
、
兵
学
校
の
話
か
」 

エ
レ
ン
「
そ
う
。
あ
ん
た
が
遮
っ
た
で
し
ょ
」 

畑
田
「
さ
す
が
だ
ね
。
エ
レ
ン
」 

エ
レ
ン
「
ま
だ
、
隠
し
て
る
で
し
ょ
？
」 

畑
田
「
え
？
」 

エ
レ
ン
「
結
婚
か
な
？
」 

畑
田「…

…

敵
わ
な
い
な
。ど
う
し
て
分
か
っ
た
？
」 

エ
レ
ン
「
私
と
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
、
避
け
た
じ
ゃ
ん
」 

畑
田「…

…

ご
め
ん
、転
属
先
で
知
り
合
っ
た
子
と
」 

エ
レ
ン
「
そ
っ
か…

…

お
め
で
と
」 

畑
田
「
悪
い…

…

」 

エ
レ
ン
「
謝
る
な
よ
！ 

結
構
つ
ら
い
ん
だ
ぞ
」 

畑
田
「
あ
り
が
と…

…

あ
の
さ
」 

エ
レ
ン
「
ん
？
」 

畑
田
「
俺
の
心
は…

…

」 
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エ
レ
ン
「（
大
声
）
私
の
心
は
！
」 

畑
田
「
え
？
」 

エ
レ
ン
「
私
の
心
は
陛
下
の
モ
ノ
よ
」 

畑
田
「
そ
っ
か
」 

エ
レ
ン
「
あ
ん
た
じ
ゃ
な
い…

…

」 

畑
田
「…

…

あ
り
が
と
な
。
ほ
ん
と
」 

エ
レ
ン
「
い
え
い
え
、
臣
民
で
す
か
ら
」 

畑
田
「
陛
下
は
人
間
だ
」 

エ
レ
ン
「
お
っ
と
」 

畑
田
「
だ
か
ら
『
国
民
』
と
」 

エ
レ
ン
「
は
い
」 

 

○
（
回
想
）
同
・
枢
密
院
入
口
・
外
（
夕
） 

 
 
 

一
台
の
自
動
車
が
止
ま
っ
て
い
る
。 

エ
レ
ン
を
お
ん
ぶ
し
た
畑
田
が
や
っ
て
く
る
。 

エ
レ
ン
「
い
い
よ
」 

畑
田
「
お
う…
…

」 

 
 
 

畑
田
が
し
ゃ
が
ん
で
エ
レ
ン
を
降
ろ
す
。 

 
 
 

畑
田
が
エ
レ
ン
に
振
り
返
る
。 

畑
田
「
あ
、
そ
う
だ
」 
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畑
田
が
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
閃
光
電
球
を
出
す
。 

畑
田
「
こ
れ…

…

助
か
っ
た
」 

 
 
 

畑
田
が
エ
レ
ン
に
電
球
を
差
し
出
す
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
手
を
伸
ば
し
て
、
止
め
る
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
首
を
小
さ
く
横
に
振
る
。 

エ
レ
ン
「
今
度
は
そ
れ
で
奥
さ
ん
を
守
っ
て
」 

 
 
 

畑
田
が
一
瞬
、
寂
し
そ
う
な
顔
を
し
て
、
電

球
を
持
っ
た
手
を
引
き
戻
す
。 

エ
レ
ン
「…

…

そ
れ
じ
ゃ
あ
、
お
幸
せ
に
」 

畑
田
「
エ
レ
ン
も…

…

」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
ア
ッ
カ
ン
ベ
ー
を
す
る
。 

 
 
 

畑
田
が
苦
笑
い
を
し
て
頭
を
か
く
。 

 
 
 

エ
レ
ン
が
微
笑
ん
で
自
動
車
に
乗
る
。 

 
 
 

自
動
車
が
走
り
出
す
。 

 

○
元
の
皇
居
・
桔
梗
門
・
外
（
夜
） 

 
 
 

車
い
す
に
乗
っ
た
エ
レ
ン
を
美
夢
が
押
し
て

や
っ
て
く
る
。 

美
夢
「
陛
下
の
想
い
か
ら
、
話
し
て
く
れ
た
ん
だ
」 

エ
レ
ン「
そ
ろ
そ
ろ
話
を
す
る
時
期
だ
と
思
っ
た
の
」 



114 

 

美
夢
「
最
後
ま
で
話
せ
ば
よ
か
っ
た
の
に
」 

エ
レ
ン「
悲
恋
じ
ゃ
な
い
と
盛
り
上
が
ら
な
い
わ
よ
」 

 
 
 

エ
レ
ン
が
微
笑
む
。 

エ
レ
ン「
よ
く
考
え
た
ら
、私
達
は
特
異
だ
っ
た
わ
」 

美
夢
「
特
異
？
」 

エ
レ
ン
「
私
は
合
い
の
子
。
あ
い
つ
は
お
そ
ら
く
望

ま
れ
ぬ
宮
家
の
子
」 

美
夢
「
も
し
か
し
て
、
妾
の
子
だ
っ
た
と
？
」 

エ
レ
ン
「
記
者
と
し
て
の
、
私
の
勘
だ
け
ど
ね
」 

美
夢
「
そ
っ
か…

…

」 

エ
レ
ン
「
で
も
、
誤
解
し
な
い
で
ね
」 

美
夢
「
何
が
？
」 

エ
レ
ン「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、大
好
き
だ
っ
た
か
ら
ね
」 

 
 
 

美
夢
が
笑
う
。 

美
夢
「
分
か
っ
て
る
っ
て
」 

 
 
 

エ
レ
ン
の
お
腹
が
鳴
る
。 

 
 
 

美
夢
が
声
を
出
し
て
笑
う
。 

美
夢
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
色
気
よ
り
食
い
気
！
」 

 
 
 

エ
レ
ン
も
声
を
出
し
て
笑
う
。 

美
夢
「
今
度
、
陛
下
が
撮
っ
た
写
真
、
見
せ
て
よ
！
」 
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エ
レ
ン
「
い
や
よ
！ 

あ
れ
は
私
の
宝
物
！
」 

美
夢
「
ち
ぇ
ー
！ 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
ケ
チ
！
」 

 
 
 

エ
レ
ン
を
乗
せ
た
車
い
す
を
美
夢
が
押
す
。 

 

○
エ
レ
ン
と
畑
田
の
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
の
写
真 

 
 
 

エ
レ
ン
と
畑
田
が
並
ん
で
写
る
ピ
ン
ボ
ケ
し

た
二
枚
の
写
真
。 

エ
レ
ン
の
声「
陛
下
の
名
誉
に
か
か
わ
り
ま
す
か
ら
」 

 

○
昭
和
天
皇
の
白
黒
写
真 

 
 
 

ネ
ク
タ
イ
が
曲
が
っ
た
ま
ま
の
昭
和
天
皇
の 

 
 
 

手
に
は
コ
ス
モ
ス
が
握
ら
れ
て
い
る
。 

エ
レ
ン
の
声
「
こ
れ
で
本
当
に
お
話
は
お
終
い
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈
了
〉 

（
二
百
字
原
稿
用
紙
換
算
枚
数
・
２
３
０
枚
） 


